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序

雪国、 山国と私どもの郷土長野は広〈理解され、 自然の風土に恵まれた理想郷としての印象を日本中の人々に与

えていることは、 長野市民の誇りであり、 これを子孫にまで残していかなければならない義務を負っています。 と

ころが人々の生活、 特に経済活動の規模が拡大し、 複雑になるにつれて、 物と人との移動の範囲が、 国内はもとよ

り世界的な連なりをもつようになりました。 したがって、 これに対応できる交通網、 特に高速交通網の整備は、

市民生活に深い関係をもつことになりました。

長野県内にあっては、早くから高速道路及び新幹線の敷設についての計画をたて、この世界的な傾向の中での人々

の生活の安定化をはかって来たところでした。 その中で、 昭和 60年度中には中央自動車道西宮線から分岐した長野

線の 一部が開通したり、 国鉄長野駅の新幹線駅に関する駅舎の改築工事が着工されるにいたったことは喜びにたえ

ません。

このような状況下にあって、 地域、 特に市民の生活の場の環境を守り 、 しかも新しい時代の交通に対応できる施

策を実行することは、 市が率先して進めなければならない重要な課題です。 それは、 生産の場である農地を守り、

生活の場である 住宅地を守りつつ、 交通を円滑にすることであり、 大変な事業であることは市民周知の事実であり

ます。 この難問を解決するために進めているのが、 各地区で進められている生活道路の改良と、 高速交通網に関連

して 、 将来の交通像に合わせた道路の整備であります。

今回、 地方改善施設整備事業の 一環として実施されました、 市道越 ー上町線の拡幅改良工事は長い間の地元の御

要望がかない竣工しました。この地域が今から 2000年以上も昔から人々の生活の場として開け、現代までの長い時

代の人々の生活の跡が大地の中に残されている遺跡であり、 この貴重な埋蔵文化財を保護してい〈ことは、 行政に

課せられた義務であることは十分に承知していたところですが、 この地域で生活している人々の生活を守るため、

最少限度の措置として 、 幅員 6m、 延長約 700 m の道路下の埋蔵文化財の発掘調査を実施し、 地元に最大限の効果

を残すべ〈対処したところです。 したがって、 将来高速交通網が完成して今よりも多くの交通量が計られるように

なっても地域の幹線として広く活用されることを期待してやみません。

この埋蔵文化財の学術調査に当たられた長野市教育委員会からは、 その調査で得られた数多〈の資料の中には、

日本の古代を解明するために貴重な新事実を確認できたことや先人がこの地域でくり広げた、 自然とのかかわりの

深さを物語る多〈の資料を得られたとの報告を受けています。 そして、 この緊急学術調査を実施するために、 地元

の市民の熱烈な御協力を得、 短期間での調査完了にこぎつけた旨の報告も受けています。 地域を守り、 地域を育て

ようとする市民の熱意が作り上げた事業と高く評価しているところです。

今度刊行のはこぴとなりました、 この調査報告書が、 そこにたずさわった多くの関係者の御協力の結果として発

表されますが、 短期間に上梓しなければならない事情があり、 今後の斯界の御指導を賜わらなければならないと拝

されます。 事情御理解のうえ御高覧賜りますよう御願いいたします。

昭和 61 年 3 月20日

長野市長 拘孔H 竹：
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最近 、 信濃国の県歌か他郷で生活している信州人の間で多く歌われ、 明治生まれから昭和生まれの県民だれもが

知っている唯一の県歌をもった長野県人には 、 教育県長野の評判とともに全国から羨望の目を注がれています。 そ

れは単に歌を知っているというに止まらず、 その中に語られる信州の自然の豊かさが 、 日本人の心のふるさととし

ての位置づけにつながっているためと思われます。

その冒頭に歌われる “しなののくに ＂ の呼び名がいつの時代から、 なぜそのように呼ばれるようになったかは、

多くの歴史家たちや文学者たちによって研究されてきたところでしたが 、 最近の考古学の研究の中から新しい考え

方が示されたことは意味深いことです。 それは、シナノの国と呼ばれるようになる弥生時代後期文化研究の成果と

もいえます。 西歴3世紀当時のこの地方は千曲川の肥沃な流域に発達した弥生文化、 特に箱清水式土器に代 表され

る華麗な文化をもった農耕人の理想郷だったことに注目したのでした。 この文化は甲武信岳に源流をもった千曲川

が 、 山合いから流れ出る小川の水を集め 、 曲りくねりながら長野盆地までたどりつ〈 、 その地域全般に栄えた文化

で、その影響は 山を越え関東平野にまで及んだ強力な文化だったことから、そこに語源を求めたのでした。それは 、

しなしなと曲りくねった川に沿って栄えた国、 そこからシナノの国の呼称となったと言われています。

その呼称の語源についての研究はさらに展開されていくことを期待するとして、 このシナノの国の箱清水式土器

を使用した人々の地域的中心は 、 長野盆地に流れ出した千曲川の両岸に発達した自然堤防上のムラ、 更級・埴科の

地だと言われ 、 それを裏付ける多くの資料が報告されています。 長野市内にあっては、 千曲川左岸に広がる塩崎遺

跡 群が 、 シナノの国誕生当時の文化の中心地だったことは長年にわたる先学の調査研究の結果とも符号します。

今回 、 地方改善施設整備事業として実施された市道越 ー 上町線の道路拡幅整備は、 長年地域の願望のもとに推進

されましたが、 そのため緊急発掘調査も、 地域の老若男女全般の御協力の下に進められた大学術調査でした。

塩崎地区は、 大正時代から 表土の中から出土する土器片を採集し続け 、 一大遺跡 群であることを説き続けた先輩

はじめ 、 遺跡の重要性を認識された地域全体の人々に保護されてきた地区で、 土 木事業が実施されるごとに学術調

査に期待し 、 協力されて来た先進地域でした。 今回もその期待をになっての学術調査を前提としての事業でした。

調査区は、 千曲川左岸の塩崎自然堤防の 一番上流点から出発する区域で、全域が広大な遺跡の中に、 幅員Smに

も及ぶ試掘坑を設置するような調査となりました。 調査のために率先して力を貸してくださった地元の皆さんは 、

その積極性はもとより 、 遺跡の重要性を十分に理解されての御協力で、 きめ細かな結果が得られました。

遺跡の状況は 、 何度にも及ぶ千曲川の洪水にもめげず、 家を守り村を守って来た様子を 物語るような跡もあり 、

さらに、 2000年も以前から西日本と直接かかわりのあったことを確認できる資料も多く得られたと報告を受けてい

ます。 この事業の性格上 短期間に報告をしなければならないため、 多くの先学の意見を求め、 検討しなければなら

ない問題点の解明は次の機会に譲らざるを得ませんが、東日本の弥生文化究明のために重要な遺跡であるとともに、

それに続くこの地方の文化を知る上で大切な遺跡であることを再確認できた学術調査となりました。

御協力いただいた地元関係者の皆さんはじめ、 特に緊急学術調企の機会を与えて下さった当事者の御理解に深く

感謝申し上げます。 また 、 この結果を広く応用され、 日本古代史解明のために生かされることを希望します。

昭和 61 年 3 月 20日

長野市教育委員会教育長
長野 市 遺跡調査会会長 痰H寸 秀滋佳



例 ロ

1 .  本書は、 長野市と長野市教育委員会との契約にもとづいて、 市教育委員会が設置した長野

市遺跡調査会が組織する遺跡調査団によって行われた地方改善施設整備事業（市道越 ー上町線

道路改良） 地内における埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2. 本書は調査によって確認 ・ 検出された遺構 ・ 遺物を中心に、 その基本資料を提示すること

に重点をおいた。

そのため、 遺跡 ・ 遺構 ・ 遺物等の考察は、 長野市立博物館紀要等に報告する予定である。

3. 本調査にあたり、 調査会等に記載した期成同盟会 ・ 塩崎地区各区長 ・ 隣接する地主の皆様、

市役所各主管課から多大な援助をいただいた。

4. 本書の刊行にあたり、 木棺墓及びそこから出土した人骨の取扱い ・ 鑑定を西沢寿晃（信州大

学医学部）先生に依頼し、 また弥生時代前期から中期の土器の選別を、 大参義一（信州大学人

文学部） ・ 神村透（福島中学校） ・ 笹沢浩（長野県史刊行会）の各先生にお願いした。 ご多用の折、

前記した先生方の指導にたいし感謝の意に絶えない。 ただ本書の解説等についての責任は、

すべて調査団にある。

5. 遺構図は、 木棺墓等の詳細を有する図にたいしては、 水糸配線による 1/10 で、 K·L 地区

溝址とその関連遺構は 1/40 で、 他の住居址等の基礎図は 1/20 に縮図した平板測量によっ

た。全体遺構分布図は 1/20 0 による。本書では、これらをもとに詳細図を 1/3、遺構図を 1/

4 を基本として作図してある。 また図中SB (住居址） ·SK (土猥又はピット等） ·SD (溝址）

の略号をもちいた。

6. 土器等遺物については、 玉類等を実寸とする他、 土器には 1/3·1/ 4·1/8 がある。 土

器拓本• 石器については、 1/3を基本とするが、 図面上の尺度を参考にされたい。

7. 遺構写真については35 mm広角レンズを用いた任意な位置からのもので、その形態は実測図

によっていただきたい。 本文中の写真図の中での�:→印は近隣遺構の存在を示している。

8. 本書にかかわる写真分担は、 主として矢口• 山口（純）・山口（明） によものである。 遺物

等の整理に係わる業務は、 下記のとおり調査団全貝の協力によって行った。

9. 執箪については、 文末に記した。

10. 調査によって得られた諸資料は、 個人記録を除き、 長野市立博物館で保管している。

11. 本書の印刷業務は長野市教育委員会（社会教育課） が担当した。

（付）［編集］矢口 ［遺物写真］山口（明）［遺構実測図］矢口（栄） ・ 奈須野・ 出河•安室·唐

沢•田中 ・ 中殿• 横山［遺物実測 ・トレー ス］矢ロ ・ 矢口（栄） ・ 奈須野・ 出河 ・ 千野［土器復

元］山口（純）［土器拓本及び製図等］矢口（栄） ・ 奈須野 ・ 千野• 田中• 横山 ・ 青木 ・ 出河
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第I意 調査の経過

第1節 分布調査

この項は、 昭和 60年 2月25日付をもって、 長野市遺跡調査会が長野市教育委員会• 長野市に提出した「長野市

塩崎遺跡 群ー伊勢宮・中条•松節遺跡 一埋蔵文化財確認調査概要書」を要約して記載する。

l調査地 長野市篠ノ井塩崎伊勢宮 ・ 中条• 松節 ・ 一本木

2調査の目的 道路拡幅に伴い、破壊が予想される埋蔵文化財について、 その保護をはかるため、 試掘を実施し、

遺跡の規模•内容を確認し、 記録保存のための発掘調査に備える。 施工対象 延長 720m。

3調査年月日 昭和 60年 2月21日 ・ 22日

4調査方法 施工予定地内の任意の地点に 、 1.5 m四方の試掘坑を掘削する。天地返し等により攪乱を受けた耕作

土 ・ 攪乱を受けていない遺 物包含層 ・遺 物を包含しない自然層の深さを記録する。 住居址等の遺構が確認された場

合は、 その掘り込みを 部分的に 検出し、 深さを記録する。 遺 物等は、 最小限の採取にとどめ、 本調査に備える。

5調査結果、 計 13ケ所の試掘坑を掘削した結果、 別（下） 表のとおりの成果を得た。 試掘坑中、 住居址等の遺構

が 検出されなかった地点は 2ケ所に過ぎず、 確実に 住居址として把握されたものは 6ケ所に及んだ。 調査地全域に

存在する遺構は、 数百ケ所にのぼり、 住居址だけでも 100軒を下らないことは確実と思われる。 遺構が掘り込まれ

ている自然層は、 予想より浅い位置にあり、 地 表下 1 m内外を測る。工事による掘削が最低90 cmに及ぶものもある

ため、 完 全な記録保存が望まれ、 全面発掘が必要とされる。記録保存の発掘調査に際しては（略）長野県教育委員会 ・

長野県埋蔵文化財センタ ーの方針を尊重し、

それに準じた調査計画及び体制の整備に留意

する必要がある。 （以下略） （青木和明）

調査結果 一 乾表
試

耕作土 遺構 自然層
掘

深 さ
遺構 遺 構

深さ 深さ 備 考
坑

(cm) 
有•無 名 称

(cm) (cm) 
No. 

A 90 有 住居址 140 弥生時代

B 80 有 ？ 130 

C 50 有 ？ 120 弥生時代

D 70 有 住居址 100 110 平安時代

E 70 無 90 

F 70 有 住居址 120 弥生時代

G 60 有 ？ 140 100 

H 70 有 住居址 110 弥生時代

I 100 有 ？ 130 平安時代

J 90 無 110 

K 90 有 住居址 170 弥生時代

L 90 有 住居址 110 古墳時代

M 80 有

I - 1 分布調査試掘坑
？ 150 古墳時代
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第2節 調査日誌

以下に記する調査進行に関する日誌は 、 主要遺構を中心に、「調査日誌」より要約抜粋したもので 、 そのため調査

詳細をはじめ、 参加者等は割愛した。 また調査開始した日に遺構名を記したものの終了日のないものがある場合、

当日で終了したことを示す。 人物往来については 、 名前を 表明していただいた方、 県内外の考古学研究者に限らせ

ていただいた。

9月27日 本日から残土処理をしながら 、 遺構形態の確認を

行う。 一 番新しいと思われるSB3から遺構 検出作業をする。

9月28日 午後から雨のため遺構の調査を中止する。そのた

め本日の作業は 、 残土処理を中心とする。

9月30日 SB 5 · 6 · 9の調査開始。 SB1· 3を完掘。 SBO

の確認と遺物を採集。SB1より鉄鎌、SB2より小形丸底土器が

出土した。

10月1日 SB 5 · 6 · 9の調査継続とSB19の調査開始。

10月2日 SB 4 · 2 ·10 ·13の調査を開始する。 SB9の床

面を確認し、 南壁は盛土状遺構になる。 SB7 · 12·14の精査。 t 

本日より既出遺構実測を開始する。 遺構図1 /20、 細 部 1 /10、

分布図1 / 200を基本とする。

10月3日 継続SB2 · 5 (下）・12 ·13 。 調査開始SB16· 

18とSB12の炉（壺）。 F.P (ファイア ー ビット） 1の調査をする。

10月4日 継続SB9内 溝·13·16·18。 調査開始SK 7 -11、

SB 17。i則量ボイント(p 1)の標高を求め、 317.9mになる。

10月5日 台風 20号の接近中とのこと、 3時頃より風雨激

しくなる。 継続A区ヒ゜ ット群 、 SB18、 D地区残土処理。 調査開

始SD 1。

10月7日 調査継続SB11·18とC地区遺構形態の確認す

る。 開始SB20と ピット群。

10月8日 SB20· 9の精査とC地区の遺構確認を進める。開

始SB23、 SK 18-21 (黄色枯土プロック混じり）。

10月9日 今朝 、 北アルプスに冠雪をみる。 冬かもう 一 歩近

づいたことを思わせる。 調査D地区の残土処理を進める 一方、

SB 24 ·23を調査し、 SB15·24 ·48を確認する。 ピット22は、

井戸址になる。 C地区の遺構確認作業を進める。

10月11日 小雨があったものの、 調査を全日することがで

きた。 D地区の残土処理を進める。 調査進行遺構SB40·38·31· 

40 · 30。 調査開始 、 SB26· 21 · 39。

10月12日 SB 21 ・ 26·15 (下） ・27の新旧確認後遂次調査に

かかる。 フ ァイア ー ピット3を掘り進めるとともにSB31·32·

38·40·41の調査を進行する。 調査開始SB21 ・ 25·39·33·44·

43 · 45。
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10 月 14 日 雨 に て 午 前 出 勤 者 と 土器洗浄 を 行 う 。 明 日 か ら の調査 を 考慮 し な か ら 新た に 、 SB 46 · 27 · 15 (下）

の調査 に か か る 。

10 月 15 日 調査継続SB 40 付近 ・ 17 · 46。 調企開始SB 40 · 34。

10 月 16 日 調査SB 10 · 63 · 34 · 34 (下） · 46。 開始SB 39 · 35 · 42 · 47 · 50 · 52 · 54 · 57 · 58 、 SD 6 · 5 。

10 月 17 日 午前雨。 調査継続SD 9 · 10 、 SB 58 · 34。 開始SB 78 · 75。 SB 48 よ り 内行花文鏡片が出土。

10 月 18 日 調査継続SB 63 · 18 · 42 · 35 · 37 · 47 · 75 · 43、 井戸 址 l 、 SD 3 · 9 · 10。 開始SB 64 · 60 · 53 他。

10 月 19 日 調査継続SB 61 · 64 · 48 · 49 · 71 、 SD 3 · 4 · 8 、

開始SB 77 · 73 · 56 · 74 、 SD 4 · 5 。 E 地区の残土処理。

10 月 21 日 調査継続SB 22 · 63 · 64 · 53 · 49 · 54 · 71 · 77 ·  

73。 開始SB 22 · 61 、 SD 5 、 フ ァ イ ア ー ピ ッ ト 2 · 3 。

10 月 22 日 調査続SB 22 · 64 · 49 · 71 · 77。 E 地区 (240- 140)

の残土処理 と 遺構の確認 を 行 う 。 開始SB 101 ・ 104 · 106 - 108 ·

117 · 126 · 1 19。 SB 73 の壺 は 棺 と 判 定す る 。

10 月 23 日 調査継続 101 · 109 、 SD ィ 。 開 始SB 110 · 127 · 

105 · 102 · 118 · 116 · 120。 墓 2 よ り 人骨 と 筒形土製品 、 管玉が

出 土。

10 月 24 日 調査継続SB 105 · 103 · 125、 118 · 120 · 107 · 109、

墓 2 。 開始SB 103 · 1 1 1。 3 時頃 よ り 降雨あ り 。

10 月 25 日 調査継続SB 103 · 1 11 · 105 · 109 · 1 14 · 120。 開

始SB 1 15 · 122 · 124 、 墓 2 · 3 。 E 地区の土層実測。

10 月 26 日 調査継続SB 104 · 109 · 114 · 1 15 · 1 17 · 120 · 124 · 

126。 開始SB 129 · 130 · 128。

10 月 28 日 調査SB 109 (下） ・ 128 · 117 · 123 · 126 · 1 1 1 (下） 、

墓 1 - 3 、 フ ァ ィ ア ー ピ ッ ト 3 、 SKヵ 。 E 地区土層 実測。

10 月 29 日 全 日 雨 に て作業 を 中 止す る 。 遺構図面の整理。

10 月 30 日 調査SB 134 · 114 の精査。 墓 1 - 3 の精査。

10 月 31 日 SB 1 17 の掘 り 下 げ と 土 層 観 測。 墓 1 - 3 の 精

査。

1 1 月 1 日 調査SB 119 ・ 122 付近の遺構、 工事杭 240 - 430 ( G

区） ま での残土処理を す る も 遺構が重複 し て 確認 に 至 ら な い。

11 月 2 日 残土処理 を し な が ら 遺構の確認 を 行 う 。 調査継続

SB 1 19 ・ 127 · 137、 墓 4 - 8 。 開始SB 142。 西沢先生来長。

11 月 5 日 調査SB 83 (下） ・ 136 · 142、 SD ll ・ 12 、 ピ ッ ト 群。

1 1 月 6 日 降 雨 に て作業 中 止。 遺構図の整理 を 行 う 。

11 月 7 日 調査継続SB 80 · 91 · 136 · 142 · 138 と ピ ッ ト 群、

墓 10。 開始SB 81 · 96 · 144。

1 1 月 8 日 調査継続SB 80 -82 · 136 · 144 · 148 · 142 · 96 · 146 · 

147、 集石址 1 。 調査SB 88 · 149、 墓 1 1 - 13、 SK 43 -45。

1 1 月 9 日 調査継続SB 142 · 149 · 150 · 152 · 87 · 96 (下） ．

99 · 100。 開 始SB 154 · 98 · 97、 SD 13 · 17、 SB 173。
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11 月 1 1 日 調査継続SB 94 · 96 · 84 · 156 · 157。 開始SB 92 · 93 · 95 · 162 · 160、 墓 14 - 16、 SK 45-47。

1 1 月 12 日 雨 に て作業を 中 止 し 、 土器洗浄 と 遺構実測作業 を す る 。

1 1 月 13 日 調査継続SB 85 · 136 (下） ・ 160 と 付近の遺構。 開始SB 95 · 175 · 172 · 173、 SK 58。 SK 44 は井戸址

に な る 。

1 1 月 14 日 調査継続SB 173 (下） ・ 158 · 162。 開始SB 169 · 170、 SK 55 付近の住居址及 び墓 17。

1 1 月 15 日 雨 に よ り 午後 よ り 調査 を す る 。 調査SB 95 · 175 · 176 · 1 7 1 · 150 · 160 と 土猥。 開 始 E 地区土猥群

55- 62 · 95 · 79。

1 1 月 16 日 初霜あ り 。 調査SB 175 (下） ・ 176 · 173 (下） ・ 160 · 150、 墓 18。 開始SB 159 · 79、 墓 19。

1 1 月 18 日 調査継続SB 159- 170 · 136 · 175 · 1 79、 第 V 墓城群。 開 始SK 64 · 66 · 68 -71 、 SB 181 · 182。

1 1 月 19 日 調査継続SB 136 (下） ・ 182 、 SK 64 - 72 、 墓 8 。 開 始SB 184 (下） ・ 187 · 183 · 184 · 190、 SD 19 と 付近。

1 1 月 20 日 調査継続SB 190 · 188 · 182 · 179、 SD 19、 SK 71 · 72 · 74 · 78- 87、 墓 17。 開始SB 178 · 179 と 最終

調査区の残土処理 を 進め る 。

1 1 月 21 日 調査継続SB 178 · 181 ・ 184 · 188 と 残土処理 を す

る 。 開始SB 186 · 195 · 189、 SD 22 · 23 の 土層 確認。

1 1 月 22 日 墓 5 の南 に 21 ・ 14、 北 に 22 を 確認、 調 査 を 始め

る 。 継続SB 148 · 186 (下 ） ・ 195 · 193 と SD 22。 開始SB 191 ・ 196 ·

193 · 192 · 196 · 180 · 186 (下 ） ・ 20 1 ・ 202、 SD 25 · 26 · 23、 SK 89。

1 1 月 25 日 雪の ち 雨 の た め作業中 止。

1 1 月 26 日 木 棺 墓 群 の 検 出 を 進 め る 一 方、 SB 201 · 

192 (下） ・ 196 · 197 · 186 (下） 、 SD 20 · 19 の調査 と 、 SB 196 · 

199 を 開 始す る 。

1 1 月 27 日 調査継続SB 199、 SD 19 · 20。 開始SB 203 · 194。

1 1 月 28 日 新た に墓 24 · 25 の検出 に か か る 。 開 始SB 188 · 

204。

1 1 月 29 日 調査継続墓壊、 SB 206 · 199 · 207 · 203 · 186 (下） 、

SD 22 · 23 · 39 · 28 · 29 及 びSB 190 付近の土堀。 開始SB 207 · 

208 · 205、 SD 30 · 3 1 、 SK 76。

1 1 月 30 日 墓壊の調査 を 進め る 。 調 査継 続 SB 199 · 203 · 

186 · 209 · 187 (下） ・ 184 (下） 。 開始SB 209、 SD 24。 本 日 で主

作業 を 終 了 す る 。

12 月 1 日 - 15 日 墓堀の検 出 を 進め る 。 開始 し た 住居址の整

理作業 を 行 う 。

12 月 15 日 現地に お け る 全調 査 を 終 了 す る 。

［ 人物往来 （ 日 付順 • 敬称略） ］ 篠 ノ 井市民新聞栗林主筆 ( 9 /27) · 

宮崎利幸 （長野市会議員） ( 10/ 3 ) 、 毎 日 新聞記者 2 名 、 県 ・ 市主

管課職員 (10/ 8 ) 、 塩崎小学校 1 · 6 年生 ( 10/ 9 ) 、 丸山喜正 （塩

崎保育園長） 、 矢島宏雄• 佐藤信之 （更埴市教委） 、 岩崎卓也 （筑波

大助教授） 、 塩入秀敏 （上田女子短大講師） ( 10/22) 、 米 山 一政 • 春

日 学 （長野市文化財保護審議会委員） ( 10/23) 、 宮崎利幸、 塩崎小

学校 6 年PTA ( l0/24) 、 篠 ノ 井有線放送、 県 中央道関係職員 5 名
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(10/28) 、 丸 山 利雄 （長野市文化財審議会委員） (10/29) 、 宮崎 利 幸 、 山 崎 久雄 （元長野県会議員 ） (11/ 8 ) 、 笹沢浩 （県

史刊行会） 、 光谷拓実 （国立奈良文化財研究所） (11/14) 、 塩崎小学 校教 養部約 20名 (11/16) 、 小 林秀夫 （県教委指坦主

事） 、 桜井 弘人 （飯田市） (11/18) 、 長野市 犀南教育会 1· 4年会 、 篠ノ井 公民 館郷 土 史学級約 30名 、 県 史刊行会編 纂

委員 （戸沢充則 • 森嶋稔・桐原健 • 樋 口 昇ー • 岩崎卓也• 神村透 ・ 笹沢浩 • 宮下健司） (11/19) 、 春日学 、 宮崎 利幸、 NHK

長野 放送局 (11/21) 、 笹沢浩 ・設 楽博 己 （筑波大学生） 、 毎日新 聞社 ・朝日新 聞社 ・信濃毎日新 聞社各記者 (11/26) 、

石川日 出 志 （明治大学助 手） • 読売新 聞社 ・ 赤旗各記者 (11/27) 、 会 田進 （岡谷市立美術考古博物館） (11/28) 、 柴 田 幸男

（塩崎文化財保存会長） 、 森嶋稔、 伴信夫、 矢 島宏雄、 佐藤信之、 市 沢英利他 6名 （中 央道遺跡調査会） (11/30) 

第 3 節 調査会 ・ 調査団 の編成

1 調査会

会長 奥村 秀雄 （長野市教育委員 会教育長）

委員 米山 ー政 （長野市文化財保護審議会長）

桐原 健 （長野市文化財保護審議会委員 ）

清水栄 一 （長野市教育委員 会教育次長）

関 川千 代丸 （長野市教育委員 会文化財専門 主事）

監事 高野 覚 （長野市教育委員 会総務課長）

事 務 局 戸津幸雄 （社会教育課長） • 吉池弘忠 （同 課長補佐） ・山 崎 博三 （同主査）

2 調査 団
団長 兼調査 主 任 矢 口 忠良 （長野市立博物館）

調査員 矢 口栄子 ・ 出 河裕典 ・ 中 殿章子 ・ 横 山 かよ子• 田中 寿賀子 （以上調査団） 青 木 和明 • 奈須野 由 美 ・山 口 純
ー ・ 山 口 明 ・ 大 蔵 満 • 安 室 知 ・ 唐沢 茂· 和 田 博 • 藤森治 幸•西 川昭 史 （以上長野市立博物館）

3 調査参加者 （敬称略 • 順不同）

上 原喜 八郎・中 曾根勝人 ・小松 富士栄 ・松下年次• 宮長周 蔵• 山 岸義久 （以上庄 ノ 宮） 小 幡つやの • 渡利つや子 ・

伊藤きよみ • 伊藤忠治 （以上角 間） 北 沢やすい ・ 小 出 史子 ・矢 島喜 和子・ 太 田つたい ・ 矢 島秀子・ 三宅計 佐 美 ・広 瀬

政子・ 北村 秀一 • 宮崎保雄 ・ 北村政 春 ・三宅 利 正• 北村 利雄 ・矢 島善治 ・ 山 岸さよ子 ・内 山直子 ・ 矢 島憲之 （以上山

崎） 倉石八千 代・岸 田 まさよ • 中 島ふ じ子 ・松 林裕子・滝沢美智子 ・石川 はるみ ・ 高 橋智 江・高 橋綾子• 新井 久代 ・

倉石みつ 江 • 利 根 川 幸雄 ・村上ふ じ子 （以上上町） 春原すみ 江 • 宮崎 公子 ・ 春原明子 ・滝沢よし • 宮本 エイ・春原信

子 ・倉石たけ子 ・渡利保美 ・ 倉石和 加子・丸 山 フ ミ ・ 石川のぶい• 石 川 芽子• 石 川豊子 （以上四之宮） 春原明子 ・ 春

原すみ 江・ 滝沢よし （以上長谷）

整理 補助員 徳成奈於子 • 岡沢治子

以上の方々の他 、 小松重 男 ・後 藤平 ー ・ 石 川 篤美 • 宮崎恵 三 ・ 後 藤春雄 ・後 藤 真 • 岸 田義人 • 渡利好人 ・ 倉石

茂富・荒井 忠二 • 岡 田四 郎• 宮崎 一• 宮崎 利 幸 ・沓掛 誠 ・ 滝沢利之 • 宮本 清 ・荒井 敏治 • 宮崎 一江 （以上松節

～ 旧小田 井神社道拡幅改修整備期成同盟会） 及び 一城建設 ・川中 島建設 共同 企業体の皆様に は 、 公私にわたってご 援助

をいただいた。 記して 感謝申し上げ ます。 （山崎博三）
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第II 章 調査地周 辺の環境

第 1 節 地理的環境

遺跡群は 、 千曲 川 が形成

し た 自 然堤防上に あ る 。 航

空写真でみ る と 、 県道篠 ノ

井 • 稲荷 山線の、 北東では

基本的 に 集落 と 果樹園 ・ 畑

地がそ れ に あ た る 。 現水田

面 と そ れ を 埋め 立 て 造成 し

た 新興住宅街 を 含め た 地域, .. , 
� • •  j は 、 1日 千 曲 河 川 敷 と 推定 さ

れ 自 然堤 防 に 対す る 後背湿

地 と 考 え ら れ る 。 即 ち こ の

後背湿地 こ そ 、 自 然堤 防 に

集 落 を 営 ん だ 人 々 の 水稲栽

た で あ ろ う 。 そ し て 東側前

面に は 、 千 曲 川 が流下 し て

お り 、 川 の幸 を 得 る に最良

の場所 と い え る 。

II - 1 塩崎遺跡群周 辺の地形

7
 



II - 2 調査地 (-本木地籍）

〔調査地 〕

自然堤防 （遺 跡群推定地） を ほぼ 南北に、 それも中央付近が調査

地である。 標高は 、 中条地 籍の 石柱三角点に 358 . 2 mと標記され

ている。 この地点から 南側は 、 松節地 籍との境まで 徐々 に高 く な

るものの 、 その数 値は数 10 cmにすぎない。 その後また 徐々 に標高

を 落としてい〈。 一方 北 側でもこの 傾向があり 、 伊勢宮地域でい

〈分低くなるものの 一本 木地 籍では高 〈 なり 、 塩崎小学 校付近で

最高地になる。 その 差は 数 10 cmである。この自然堤防と後 背湿地

との 比高 差は 、現 在数 10 cmから は は平 坦に近 〈 な っている 所もあ

るが、 旧来の地形ではも っと 著しい 差にな っていたものと考えら

れる。 その理 由は、 千 曲 川に流れ込 む小 河 川の流 入等と耕作によ

る自然的 ・人工的要 因によるものと思える。 反面千 曲 川に面した

東 側は 、 zm以 上に及ぶ 比高 差がある。 これは 、 現千 曲川の流路

と 一致しており、 自然堤防を 築き つつも 、 一方で 浸 食してい った

様子かうかがわれる。

� → 

II - 3 調査地遠景 （篠 山 中 腹 よ り ）

II- 4 塩崎遺 跡群近景
- 8 -



第 2 節 考古学的環境

1 周 辺 の 主要遺跡

1 .  姫塚古墳 （国 史跡） 2 .  川 柳将軍塚古墳 （国 史跡） 3 .  上 石 川 廃寺跡 4 . 丸 山 4 号 （囲内） 古墳 （市 史跡）
5 . 池の上古墳 （市 史跡） 6 .  将 軍 山 古墳 7 .  中郷古墳 （市 史跡） 8 ,  鶴萩古墳 （ 市 史跡） 9 ,  越将軍塚古墳 （ 市 史跡）
10, 森将軍塚古墳 （国 史跡） 11, 屋代条里的遺構 12, 粟佐遺跡群 13. 屋代遺跡群 14, 篠 ノ 井遺跡群
1�. 石 川 条 里的遺構 16, 塩崎遺跡群

- 9 -



1 山 崎遺跡 2 殿屋敷遺跡 3塩崎小学 校遺跡 4 散畑 屋敷遺跡 5 一本木遺跡 6伊勢宮遺跡 7中条遺跡

8松 節遺跡 （ た だ し 、 こ の地点遺跡は 、 中 核範囲 を表面採集調査 等に よ り推定 し た も の であ る 。）

〔調査地内における過去の調査 と文 献〕

磯崎正彦 「長野県篠 ノ 井伊勢宮遺跡の古代弥生式土器」 「信濃J III · 9 - 12 昭 34

この 論考は 、 故荒井 藤四 郎氏が永年 、 今回の調査地内、 特に伊勢宮地 籍から採集し た土器片をも とに、 時代位置

を推定し たもので 、 遠賀川 系土器を含 む中 期前半の土器 群 が多いこ とから、 弥生時代 波及 期の土器 と位置づけ た。

昭和 8年、 小 島 貞 雄氏に より 銅鉾及ぴ 同石製模 造品 （市指定文化財） が採集されている 。

昭和 26年、 米 山 ー政 氏に より松 節遺跡 が発掘調査され、 古墳時代後期の 住居址を 検 出している 。

昭和 39年 、 桐 原健氏等に より中条地 籍において今回の調査で確認され た 60号住居址の西 側を調査し、、弥生時代

後 期の 住居址 が確認されている 。
- 10 -



第III 章 遺構 と 遺物

第 1 節 遺構の分布状況

調査は 、 事業 対象約 720 mのうち約 623 m 、 主要道路幅 5 mを基本として実施した。 このうち、 未 買 収地 2ケ所

（約 170 mりと 一本 木地 籍にあるケヤ キ大 樹の保護のため 、 枝張り間の 20 mを 、 また上町接 点地の 20 mを生活路確

保のため調査を保留した 結果、 調壺総面積は約 2754 m叶こ及ぶ。

調査地は、 塩崎遺跡 群の先 端から中央 部にか け、 南北方 向に 縦 断する大規模な ト レ ン チ （試掘坑） 的性格を 持つも

のであり 、 この調査から塩崎遺跡 群 南半分の遺構 状況を知る 手掛りを得たものといえよう。

住居址をは じめとする人 為的に掘り 込まれた遺構は 、 調査地内全域に及ぶ。 松節地域の自然堤防部 (A 区） では 、

平安時 代から弥生時 代にか けて遺構が重 複しており、 この傾向は自然堤防東 側に認められるものと考えられ 、 各期

の 集 落の中心があったと推 察される。 一方自然堤防中央に行 く に 従い 、 遺構確認数か 減ずる傾向にあり、 時間 差的

まとまりを 有するようになる。

A地区にお ける 特 異な遺構に 、 9号住居址 南壁の盛土状の遺構とその下 部が 溝になるものがあり、 フ ァ イ ア ー ピ ッ

ト ( F . P ) 2 · 3等は新知 見の遺構である。 また前記したとおり 、 この地 区 では、 弥生時 代後期と古墳時 代前半の

遣構が 密集する。

B地区からC地 区にか け 、 調査幅は 4 m内 外になり、 遺構 検出に 困難を 極めた地域 である。 この中で 、 一辺が 1

mを越える方 形に近い ピット群が 点列しており 、この地域でも最下 部遺構は 、弥生時 代後期のものが 複雑にかみ合っ

ているようであり、 形態およぴ規模等が上面から確認されたもののみ調査した。

Ill - 1 78 号住居址か ら 南方の遺構群

- 1 1  -



D地区 は 、 また調査幅が 5m前後にもどり遺構確認が しやす く なった。 ここでも弥 生時代後期と古墳時代後 半の

住居址が目 立つ。 この地区で始めて 、 78号住居址にみら れるよ うに全体を 露呈することができた。この はか 48号住

居址床面から内行 花文鏡片が 出土 したこと は 特記事項であるが 、 時期を 比定する土器の 出土がなかった点で残 念で

あった。

E地区で は 、 検 出面での 重 複関係が集中的になり 、 F地区に 至って 奈良時代の遺構が認めら れるよ うになった。

また平安時代から弥 生時代後期の遺構が 同 一 レ ベルで 検 出さ れる。

G地区の 特 色は、 木棺墓を含 む弥 生時代中期の遺構が多 く なる。 こ れに伴 うよ う に 該期の土器片が 増加する とと

もに 石鏃の 素材と 推定さ れる 黒曜石剥片も多 く なる。

H · I 地区も 各期の遺構が 複合 し 、 調査におい ても前後関係を把握するのに 困難を 極めた地域である。

J 地区で は 、 墓 猥群を は じめ 、 土 猥状の遺構が多 く 、 上面 （検出面） からの形態確認が難 し く 、 覆土の 暗褐色土層

を掘り進 むと次々と大きな 凹みとなったが 、 こ れらの遺構から は注目す べき遺 物が 出土 しなかったため遺構 番号を

付さなかった。

K地点で は、 奈良時代の遺構 か上面に 、 その下 部に 至り弥 生時代中期前 半の遺 物が 顕著になり 、 この地域で始め

て 該期の 186号住居址を確認することが できた。 また L地区にかけ 、 こ れまでの調査で は東西に掘り込ま れた 溝址

にたい し 、 円形 又 は 方形になる点注目さ れ、 周 溝墓の 可能性も 捨てがたい。

M地区も難 しい遺構が多かったが 、 平安時代の 複合遺構が目 立つ。 ここでの 下部遺構 は、 弥 生時代後期のもので

あるが、 中期の土器片も多い。

以上地区 番号は調査の進行につ れ便宜上区割り したもので、 各区に は長 短がある。 そ れにつ れ遺構 番号も 散在 し

ている。 また墓 堀群についても 、 整理 段階に付 したもので 、 北から V 群に区分 し 、 発見 順に 番号を付 してある。 そ

のため 重 複関係にある遺構について は、 少ない数 字の遺構の 方が新 しいものと考えて 良い。 （矢 口 忠良）

III - 2 J 区遺構群
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第2節 弥生時代中期の遺構 と 遺物

1 .  住居址

勺

col 

伶

I co 

゜ 2 m 

／
 

.
4
 

186 号 （上） 住居址

形態

規模

壁高

主柱穴

円 形

4 . 95 X  (5 . 3) m 

東 28 . 5 - 北 9 cm 

6 個

炉 住居 中 央地床炉

規模

周 溝

形態

規模

壁高

主柱穴

径55 cm 

西半分

186 号 （下） 住居址

円形

4 . 95 X 4 . 3  m 

北 22 . 5 cm 

6 個 ( ? )

炉

規模

西 よ り 地床炉

径 35 cm、 周 辺 が

〈 ぼむ。

Ill-5 186 (上） 号住居址実測図

• 
III - 6 186 号 （上） 住居址
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U I 0 1 

¢‘
 

u J 

B
 

I 暗黄褐色砂質層
II 黒色粘質土層
III 黒 褐 色粘質土層
IV 黄褐 色砂質土層

゜ 2 m  

m-7 186号（ 下 ） ・ 208号住居址実 測 図

IIl-8 186号（ 下 ） ・ 208号住居址
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1 -19は、 縄文を地

文としたもので、 主に

棒状工 具による 沈線文

が描かれる。 1の口縁

部に 粘土 紐 が 貼付 さ

れ、 3 - 5 は、 内外面

に施文され、 有段にな

る。

20-55は、 沈線文を

主 体 と す る 一 群 で あ

1 9  る。 24は 浮線網状文 系
1 8 

の土器で、 23は変形工

字文の 系譜を 引〈かと

思われる。 36は 黄 白 色

を 呈する条 痕文土器で

東 海系のものである。

46は内 外 面 と も て い

ねいに ヘラ ミ ガ キさ

れ、 遠賀川 系土器の 伝

統を 持つ。 45の 列点文

は 竹 管 によ る ほか、

44 ·48の 剌 突文は 棒状

工 具による。37 ·50-55

の施文 具は、 太 •細あ

るものの 櫛 歯状工 具

で 、 波状文 •平行 線文・

斜行 線文 が描かれる。

51·52の 波状文は 静止

しな がらのもので、 コ

ン パス風文 になる。 25

の 頸部平行 線文 帯は 赤

色塗彩痕が残る。 施文

方 向は、 左廻りで、 上

から下 への施文 順序を

基本とする。

lll-9 186号住居址出土土器(1)

186 号住居址 上面と下面と が検出されたが、 遺 物的にみると上 ・
下の時間 差が認められなかった。

出土土器の 色調は 、 黄褐色から 黒褐色まで 様々 である が、 胎土に 石英粒 ・ 黄雲母の 混入 が目 立ち 、 器面に 浮き出

すことを 特 色とする。 焼成は 比較的 良 好である。
- 19 -



甕形土器と思われる

土器片で 、 口 唇部に 棒

状工 具に よる 列点文を

頸部及ぴ体 部に 櫛歯状

工 具に 縦横 の平行 線

文 ・条 痕文 力愧iされる。

1 の 口 唇部は、 2本 歯

の列点文がそ の下 部は

指頭に よる 列点文風 の

文 様になる。 2 - 4 の

ロ 縁部は 、 無文になり 、

ハ ケ整形痕が 残 る。

9 ・ 11は 波状 口 縁で 、

太い 凹線になる。10も

波状 口 縁気味で、 棒状

工 具に より 沈線がめ ぐ

り 突起部で結合する。

20 の 口 唇 部は 面取り

され、 頸部は平行 線文

と 山形の斜行 短 線文が

施される。21は 口 縁か

ら不規則な 波状文が、

18も 波 状文 を 意 識し

ている。25 は 灰 白 色 、

28は 淡 黄 褐 色を 呈し、

共に移 入品と考えられ

る。 文 様は 、 はね上げ

文風 の 波状文である。

体 部の最大 径付近は横

位 の下半は 斜行 の浅い

条 痕文になる。尚 26に

は 赤 色 塗 彩が認めら

れ、 壺形土器片であろ

゜
｀

ブ

111- 10 186号住居址 出土土器(2 )

壺 ・ 甕形土器 の整形を みる と、 外 面では、 壺 に おいては ヘ ラ ミ ガ キま たは ナデ整形される のに たいし、 甕は ハ ケ

状条 痕を残すも のが多い。内 面は 共に ナデ整形を 主流にし、 ハ ケ整形痕を残すも のがある。施文 の順序は、 整形後、

左廻り方 向で、 上から下 へか けて 描かれる。
- 20 -
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Uo 
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゜ 10cm 

1 - 20は 、 甕形土

器の体 部下半と推定

される破片である 。

横位の条 痕文 （羽 状

文） ・縦位の 綾 杉 文

風の条 痕文になる ほ

か 単 純に 縦位 の も

の、 右下りの条 痕文

がある 。 13 · 17は、

灰黄褐色を 呈し 、 深

〈 雑な条 痕文が施さ

れる土器で 、 移 入品

の 壺形土器である 。

21 は小形の壺で、 縄

文地に 2本の 山形文

と 4区画の 同心円文

が 描かれる 。 22は小

形鉢で 、 文様は 4区

画になる 。 23は 口 縁

部に 隆帯を 有する 壺

形土器で、 隆帯上は

指頭による浅く 大き

な 列点 文様になる 。

24-26に は 布 圧 痕

が残る ほか、 他の 底

部、 ヘラ ナ デによる 。

36には 2 粒の 籾 圧

痕が 認 め ら れ る 。

31-33は、 底部が 大

形で開き 角度から壺

形土器 が 予 想 さ れ

る 。 直 線的に外開す

るものは小形のもの

であろう 。IIH l 186号住居址 出 土 土 器(3)

189 号 （下） 住居址 出土土器 (III - 13) 1 は細 口壺で、文様帯は体 部上半まで 3 - 4本の 平行 線 文で区画 した

中を 2 段の 羽状文• そして 1 本の 沈線で 山形文と 縄文帯を分ける 。 最 大径付近で 2 本の 波長の 大きい 波状文がめ ぐ

り、 2区画になると 思われる 同心円文が施される 。 沈線の エ具は、 棒状のものが用いられる 。 黄褐 色 ～ 暗 褐 色を 呈

し、 焼成はやや 不良 。 2は体 部下半の完形品で 、 4本の 櫛歯状工 具で施 文される 。 焼成は不 良で 、 器面がざらつく 。

3の 口 縁部は条 痕文で、 4には 縄文が施される 。 7は半 戟竹管による 剌 突文が、 8には 竹管が使用される 。

- 21 -
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III-12 189 号 （下） 住居址実測図

189 号 （ 下 ） 住居址

上面で 検出し た 奈良時代と推定される方

形の 住居址 を調査し たところ 、 東 壁 際の

ピッ トから弥生時代中期の 壺 体部下半が発

見され た。 上 部遺構の調査結果と周 辺遺構

の 土層を 視察し たところ上面から 判 断でき

なかっ たこの遺構を推定し、 床面より形態

を確認することができ たが 、 もう 一歩形態

について不 安がある 。

形態 隅丸方形 ( ?)

規模 不明

主柱穴 6本 （ ？ ）

壁高 南 10 cm · 東 20 cm

炉 不明

、lC
\

鴫
疇
マ
＼
l

枷

亨

8
 

10cm 

1 3  

111-13 189号（下） 住居址出 土 土 器
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III -14 25 号住居址実測図

lll-1 5 25号 ・ 26号住居址

25 号住居址 と 19 号住居址 土 猥等 により破壊され、 かろうじて 北 壁と東 壁 の 一部を確認され たにすぎない。

住居址形態は、 方 形を 呈する も の と思われる。 検 出面から の掘り込みは、 北壁で 12 cm · 東 壁で 22 cmを測る。 尚 、

北壁 の上 部は古墳時 代の 19号住居址床面になる。 床面は 軟弱で、 北 壁沿い西 側 と東 側近〈 に 焼土が認められ 、 前者

は 径30 cm、 後者は 径 50 cmである。 こ の ほか 柱穴等 の施設は確認で きなか っ た。 19号住居址 の 出土遺物は 、 器 形を

図化で きる も のはな く 、 床面付近より 出土し た も のは、 壺 ・ 甕形土器片 の数 点 にすぎない。

- 23 -
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lll- 16 25 号住居址出 土土器

土城 1 1 不整 楕 円 形。 長 軸 85 cm ・ 短軸最大 幅 65 cm· 深 さ 73 cm。 古墳時 代後期 の 坪 ・ 甕 形 土器 片 が出 土 し て いる。

土猥 12 不整 楕 円 形。 長 軸 92 cm ・ 短軸 77 cm· 深 さ 67 cm。 弥生時 代の遺物 が出土し た が古 墳時 代の も の である。

土壊 14 不整 円 形 （ ？ ）。 南北軸 150 cm · 深 さ 62 cm。 古墳時 代 後期 の坪• 甕 片 が出土 し た。

. -、 3

,-
•ば'.-;:--;.

． 
へ呵'

III-17 102号住居址

25 号住居址出土土器 (Ill - 16)

1 -12は 壺形土器 片 で、 他は 甕形土器 片と思 われる。 1は 口 辺 部で櫛歯状工 具で ヨ コ ナ デ される。 棒状工 具によ

る施 文は 、 4 - 8 ·10 ·12 ·15に認 め られ 、 5 · 15には細 い エ具を用 い て いる。 他は 櫛歯状 （ ハ ケ ） のエ具による。

2 · 3は 頸部 片 で平行 線 文か、 5は 波状文になる。 9 ·10は 縄文地になる 頸部と体 部下半片 である 。 11は 二本 歯 に

よ り 施文 される。 13は 甕形土器 の 頸部と思 われ、 ハ ケ整 形痕か 残る。 15は コ の 字重 ね文 、 16は 波状 文 である。

102 号住居址 (IIl - 17) 地 山 の黄褐色粘質土層に掘 り込 まれ た 住居址 である が、 平安時 代の 101 号と 同 レ ベル

で確認 され た。 形態は 隅丸方 形を 呈すると推 察 される が 、 規模等は 不明 である。 壁 高は 南 8 cm · 東 15 cmの 浅 い も の

である。 中央に 堅 い 貼 り 床かある も の の柱穴が確認 で きな い点か ら 住居址 の東 縁を 検出 し たにす ぎな い。

出土遺物は 、 弥生時 代 中期に 比定 される 壺 • 甕 形土器と 赤 色 塗 彩 され た 浅鉢形土器 片 があ り 、 石器に 打 製 石 斧

(III - 169- 4 ) がある。 出土量は 少な い。
- 24 -
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III-18 1 17号 ・ 1 18号住居址実測図

I 黒 褐色粘質土層
I I  黒 褐色砂質土層
lII 茶褐色粘質土層
IV 黄褐色砂質土層

（ プ ロ ッ ク 混）
V 暗褐色砂質土層
VI 焼土 ・ 炭化物混

砂質土層
VII 黒色粘土層 （床面）
VIII 黄褐色砂質土層

（黒 褐色粘質土
プロ ッ ク 混）

Ill-19 l l8号住居址

壁高は 、 各 壁 とも 10 cm前後の 浅い 住居址 である。床面は 軟弱

, • で中央付 近がいく分 く ぼ む。 柱 穴は 、 3 個確認され 6本長方

形配列になる。

出土 遺物 少量の 甕 • 壺形土器片が出土している。 図示し

たものは、 大形の 甕体 部 と思われ、 ハ ケナデの ち 同 工具で斜

行する条 痕文が施される。 内面の下 部には 、 ハケ整形痕が 残
10cm 

lll-20 1 18 号住居址出 土土器

1 18 号住居址 形態は東西 軸が長い 楕円形を 呈し、西 側半

るが、 上半は ナデにより整形痕が 消されている。 暗褐色を 呈

し、 焼成は 良い。 胎土に小 砂粒を含 む。
- 25 -
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III-21 120 号住居址、 土猥ル実測図

III - 22 120号住居址 • 土猥 Jレ

120 号住居址 形態は 隅丸長方形を 呈し 、規模は東西

2 . 1 m ・ 南北 (4 . 0) mで、 主軸方 向は N 5o·wである。 柱

穴等は認められなかっ たものの 、 その掘 り込みは深 く 、

北 74 cm · 南 78 cm ・東 63 cmを 測る。 床面は平 坦で 軟弱で

2 m ある。 覆土は 暗褐色粘質土である 。 遺 物は床面直上のも

のが多い 。

lll-23 120号住居址出土土器( 1 )

- 26 -
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IIl-24 120号住居址 出土土器(2 )

I I I  -23- 1 -22は 縄文力愧iされ るもので、 1 - 4には 口 唇部に、他は 頸部から体 半下 半までの施分であ る。 1 · 2

には指圧痕がみられ、 6には 櫛歯状工 具の 平行線 文が、 9 · 16· 17 · 21 ·23 ·24 には棒状工 具によって 列点文 力吼互

される。 ただ 9と 21には 楕円区画文内を埋め るもので、 22は 竹管施文 具によっている。 5 · 14· 15は、 1 本の 横

線 文で 横帯区画され 、 一帯間 隔で 縄文がめ ぐらされる新しい要 素の 文様であ る。 25はていねいに ヘラ ミ ガ キされ 、

細い 棒状工 具で 平行線 文が 描かれ る。 27は連続 し た 菱形重ね 文にな るものと思われる。 28は ハケナデにより 段をな

す。 30-40は 甕形土器で、 櫛歯状工 具が多用され る。 30は面取りされ、 31は口縁部に 、 32 · 33は体 部最大 径部に

列点がめ ぐる。 37·39は、 横線 文区画内を 波状文で埋める。 I I I - 24 - 1は、 床面から出土 し た 蓋で、 2 孔一対の円

孔があ る。 2 - 7は、 在地の土器とは 趣きを 異にす る 一群であ る。 他に石鏃 (III - 165 -23)、 横刃石器 (IIl -168 - 11)、

土偶 (III - 165 - 1 ) が出土 してい る。
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123 号住居址
123号 ・ 124号・133号住居址実測 図 ° 

6; 

2 m 

複雑な 住居址 群の中で、 他遺構 検出後確認され た 住居址である。 形態は 隅丸方形で、 南北規模は 5 . 05mを測 るも

のの西 壁は調査区外で数 値を 求め るに 至らなかっ た。炉に対す る 主軸方 向は、 N 39'Wである。 壁高は浅 く 東 壁で 12

cmを計測するにすぎない。 主柱は 4 個と考えられ るが 、 6 個の 可能性もある。 その 径は、 45-60 cmと 大きなもので、

深さも 27-57 cmに及ぶ。 炉は中央よりやや 北東 寄りにあり、 径 60 cmの地床炉で、 周 辺に 炭化物が 積もる。 この ほ

かの遺構と して 北壁と西 壁直 下に周 溝が認められ る。
- 27 -



III-26 1 24号 ・ 123号 ・ 122号住居址
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m-2s 134号住居址実測図

イ号溝址 検出中発 見された 住居址で、

覆土は 暗 褐 色粘 質土で周 辺の 土質 と 非常

に 良 く 似ていたため、 単なる土 描か と考

えて いたが 、 130号住居址の床面の調査

で平面 形態を 確認するこ とができた。

住居址の 形態は、 隅丸長方 形を 呈 し 、 長

軸方 向は、 N 45°Wになる 。 長 軸規模は 、

3 . 6  m ・ 短 軸 1 .6m と小 形のもので 、 従来

から 小竪穴 と呼称されている 。 掘 り込み

は直に近 く 、 北壁 61 cm · 南北 60 cm · 東

壁 53 cm · 西 壁 62 cm と深い遺構である 。

床面 は 平 坦で 、 軟弱である。 施設 と して

後 南西 隅部を 除き幅 28-15 cm · 深さ 10 cm

前後の周 溝がめ ぐる 。 また 東壁よ り 径 35

cm程の 炭化物が認め られた ほか 、 柱穴は

確認されなかった。 周 溝のめ ぐ らない 部

2 m 分が 入口の 可能性がある 。
―’― ， ー＇

m-29 134号住居址

134 号住居址 出 土土器 (IIl - 30) 出土土器片の量は少なく、図示が 可能なものは 2点に す ぎな い。 7 · 8 ·10 以

外は壺 形土器であろう。 1は口縁部片で 、 口 径 16.5 cmを測る 。 口 唇部 に 無節の 縄文がころがされる ほか 、 ハケナデ

整 形痕が残る。 内面の整 形は、 横方向の ヘラ ミ ガ キ 痕がみられる。 2は 頸部か ら 肩 部にか けての実測図で、 中位に

凸帯をめ ぐら し 、 その上を 縄文で施文する 。 この上 部に 2本の 平行 沈線文がある。 整 形 は内 外とも ハケ整 形後 ヘラ

ナ デで 仕上げている。 共に 黄 褐 色を 呈 し、 焼成は 良 好であ る。 3 は 縄文地を 横位の 沈線文で 区画し 、 一区画をあ

け半 載竹管施文 具による 列点文が 、7の 列点文は 、 ヘラ 状工 具で 、 9 · 10は、 櫛歯状工 具に よるもの と考え られる。
- 29 -



11・12は 同一個体で 、

棒状工 具に よる 山形沈

線文内を 櫛歯状工 具と

縄文に よって埋める。

ill-30 134号住居址 出土土器

¢‘
 

A7
 

IIl-31 145号 ・ 146号 ・ 147号住居址実測 図

146 号住居址 形態は 隅丸長方形を 呈し 、 主 軸方 向は N 56'Wである。規模は 主 軸 3.0m ・ 短軸 1 .95mである。 掘

り込みは東 壁で 45 cm · 南壁 39.5 cmを測り 、 他は この範囲内にある。 床面は平 坦で 軟弱であり 、 周 溝が壁下全周す

る。

147 号住居址 形態は 隅丸長方形で 、 主 軸 N 37'Wになる。 規模は 主 軸(2 . 2)m ・ 短軸 1.5mを測り 、 掘り込みは

深い東 壁で 64 cmである。 床面は平 坦で 軟弱である。 他の 施設 ・柱穴等は認められない。
- 30 -
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IIl-33 147 号住居址出土土器

この 住居址か ら出土した 土器

片は 、 10点 余 りで ある。 1は壺

形土器の 肩部片で 、 ヘラによる

ていねいな ミ ガ キ整形後に 3本

の 沈線文 が描かれている。 2 は

甕形土器片で 、 櫛歯状の エ具の

施文で ある。

Ill-32 144号 ・ 146号 ・147号住居址、 二 号溝址

[l[-34 146号住居址 出 士 土 器
新旧 合わせ もった土器片 が、 そし

て 特 異な文 様構成が認め られる。
34 新しい要 素として 、 16·2 1の 横帯文 、 20の 波状文様の 櫛 歯状工 具による施

文にみ られる。 1 -26は壺形土器で、 他は 甕形土器で あろう。 1 · 2 は 有段口縁で、 1の口 縁内 外は 、 列点 様刺突

文になる。 3は浅 鉢か 無頸壺で あろう。 5には 突帯がめ ぐ り 、 口唇部とと もに不連続の 列点文 がつ け られる。 21-

23 · 25 · 26は 、 ヘラ ミ ガ キ後の 横位の 沈線文の施文方法をとっている。 ただ 25の 横帯文の中に 区画文か あることか

注目される。 これ らは小 砂粒を含み 、 茶褐色か ら 暗褐色を 呈し、 焼成良 好な もので ある。 6 - 8の 列点文は半 赦竹

管で、 9 ·17-19は 棒状工 具による。 32 · 33は深い条 痕文 が施される。 34は 無頸壺で 、 1 本の 波状沈線になる。
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UI - 35 147 号住居址出土土器

1の口縁部はラ ッ パ状 に開き 、 頸部 に 粘 土紐による 凸帯があり 、 その 凸 帯上 を 列点文がめ ぐらされている。 ま た

13の 甕形土器は 、 栗林式の標準 土器である。 図示し た中の 2は、 凸帯の上 に 、 押圧列点文がめ ぐる。 3は 縄文地 を

棒状工具 により 山 形文 を 描き出す。 14·15は 甕形 土器である。 7は ヘラ ミ ガ キ後の施文で 、 8は ハ ケ整 形後の施文

である。 4 は 縄文地 によるもので 、 5 は 瘤状の 突起が認められ 、 16 ·17は体 部下半で条 痕文 状の文様になる。

I .r-------
@
 

集 石 址 ／ 

＼ 

I S8154 

゜ 2 m ／ 

III -36 155 号 ・ 156 号 ・157 号住居址実測図

155 号住居址 156号・157号住居址 により切られ 、 西壁 と 南壁の 一部付近がかろう じて残っている。 形態は方 形

に なる と思 われる。 規模等は不明であるが 、 西壁の掘り込みは 22 cm を測る。 床面は平 坦で 献弱である。 柱穴は 西壁

下 にみられるが 支柱穴であろう。

156 号住居址 西側は 157号に 、 東 側は 154号に 、 北 側は 溝状遺構 により破壊され 、155号同様南西隅部 と床面の
一部が残 存する。 形態は 隅丸方形 を推定するが 、 規模等は不明である。 床面は平 坦であるが 軟弱である。 柱穴もさ

だかでないが 、 157号内 及 び東 壁 に近接する 円 形 ピットのどれかが 主柱穴 になる 可能性がある。
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III-37 1 56号 ・ 157号住居址

lll-38 1 56号住居址 出 士 土 器

出 土遺物の 中 で 、 2 の 口 縁部の隆線 、 17 の 波状 口 縁 と 2 本一組の列点文、 24 の 口 縁部突起文か注 目 さ れ る 。 ま た

9 に は 、 櫛 歯状工具に よ る 簾状文風の 剌 突文 、 13 · 15 · 16 は 平行線文 と 斜行短線文、 1 1 はエ字文風 の 区 画文、 12 は

同文様風の 方 形区画文が施 さ れ る 。 剌 突文 （列点文） は 4 · 5 · 17 · 18 · 20 · 21 ・ 23 - 27 に み ら れ 、 4 は 半載竹管 、

18 · 2 1 は棒状工具 、 17 を 除 き 他は ヘ ラ 又 は 棒状工具 に よ り 縦切 り の施文法に よ る 。 1 - 17 は壺形土器で、 他は甕形

土器で あ ろ う 。
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1 - 8 は 壺 形 土 器

で、 他は 甕形土器と思�1 -· ム "'� � 
われる 。 この土器 群の

暑 ヽ 中で 注目される文様に

• , .-t全＼尋l 疇, :�:::': に：こ二
雪［ 冒l噌z �-\:, 10,. ::

,

:; 三
よ：ロ

IIl-3 9 1 5 5号住居址出土土器 みられる。

／ 
4 

゜

／
 

の B'ー
-
c
 ゜ 2 m 

ー
10cm 

IJJ-40 172号住居址 、 18号溝址 、 土壊 61 · 62 実測図 · 172号住居址出 土土 器

172 号住居址 隅丸方 形形態 で 、 短 軸 （南北） 3 . 3 mを測り、掘り込みは浅〈 10 cm内外である。 床面は 軟弱で 、 主

柱穴は 4 個または 6 個である 。 出土遺 物は、 図示したもの の ほか 無文のもの が数点出土しているにすぎな い。

A' 
3
1

 
B'〖°

8'...._ 

77

◎
 

k
 
s

口
◎

゜ 2 m  

住居址の東半分だ

け 検出 され 、 その 形

態 は 楕円 形を 呈す

る。 長 軸規模は不明

で、短 軸は 2.56mを

測る。 柱穴は 4 -6

個と推定される。 掘

り込みは浅〈 、 東 壁

の 17 cm が最深の数

値となる。 床面は平

坦で 軟弱である。 炉

址は 不明である 。

III-41 187 号住居址、 19 号溝址実測図
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--, ,1ふ � ,•t·�:
出土量は少なく、 有文土

器 片は図示した 10 片にす

ぎない。 2の壺形土器口縁

部は 縄文 帯で、 頸部は コン

パス文風の 波状文になる。

4 は 頸部で、 四方に 山形文

を 配する区画文になる。

III-4 2 187号住居址 出土土器

151 号住居址(lll -2 86 ) 北壁と西 壁の 一部をかろうじて 検出した 住居址で、 形態は 隅丸方形が予想されるもの

の、 規模 • 主 軸方 向は不明である。 また 柱 穴 ． 炉址等の施設は確認できなかった。 床面は平 坦で 軟弱である。

III- 4 3 151号住居址 出 土土器

1の口縁部は、 肥厚

し、 縄文地に 1本の 山

形文 が配される。 5に

は方形の区画文 が、 甕

207 号住居址 (III - 303) 形態は 隅丸方形を 呈するものと思われる。 規模は東西 3.2 mを測る が、 他は不明であ

る。 掘り込みは、 •西 壁で 20 cmを測り、 床面は 軟 弱で平 坦である。

イ 号溝址 (III -28) 112号住居址の下 部から 検出され、 西から東 へ傾斜する。 西 側幅 1 .25 m ・深さ 12 cm、 東

側幅 1 .45m ·  深さ 22 cmになる。

二号溝址(III - 30) 147号住居址の 隣接する 溝で、 東西方 向から 南北に 屈曲する。 南北幅 1 . 15m· 深さ 32 cm、

東西幅 0.8 m ・ 深さ 40 cmの U 字 溝になり、 卜号溝址と重なる。

22 号溝址 (III - 301) 環状になる U 字 溝で直 径約6.9 mを測る。 溝幅は 38 cmで、 深さ 9 cm前後である。

土壊 イ(ill ー 344) 形態は 隅丸方形を 呈し、 長 辺 84 cm ・ 短 辺 82 cmを測る。

土猥ハ(ill -51) 

土猥二(ill -5 1) 

土横 卜 (Ill - 51) 

土猥 チ(111 -51)

土壊 ヌ (lll -51)

土壊ル(lll -21)

土猥 力(Ul - 66)

東 側半分は調査区外のため全容不明である が、 直 径 75 cm · 深さ 31 cmになると思われる。

形態は ほぼ円形を 呈し、 長 軸 1.1mで、 深さは 43 cmを測る。

形態は 楕円形を 呈し、 長 軸 1 .42m ・ 短 軸 0 . 88m ·  深さ 41 cmを測る。

形態は ほぼ円形で、 直 径 75 cm ・ 深さ 47 cmの ピッ ト 状遺構である。

長方形を 呈し、 長 辺 1.08 m ・ 短 辺 0 .92 m ・ 深さ 25 cmで、 東 南隅に 径 20 cmの ピットがある。

120号住居址と重 複関係にある遺構で、 形態は 一辺 80 cmの 隅丸方形を 呈する。

形態は長方形を 呈し、 長 辺 1 .3m ・ 短 辺 1 .12m ·  深さ 26 cmを測る。
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3 8  
IIl-44 207号住居址 出 土土器

この 住居址か らの出 土遺 物は、 一部分の 検出でありなが ら、 比較的多 く の 有文土器 片を得た。 1は、 口縁部片で、

縄文が施され 、 2 -12 · 17 · 22は 縄文 と 沈線文 による文様構成をもつ 一群である。 3 · 5 · 9 · 17は 山形文を、

7 ·10 に円孤文か、 4 には 列点文が み られる。 以 上の施文 具は 、 14- 16 と 同様太い 棒状工 具によっている。 前記 し

た うち 、 2 · 3 と他のものは、 櫛歯状工 具 または ハ ケ状工 具によ って施文されている。 18の 口 唇部は、 3本 歯によ

る 列点文が、 22 には 縄文 と T 字状文が、 19の口縁部片 には 平行 線文 と コン パス様波状文 、 23の 帯様波状文、 30の

相対する 斜行 短線 文及び 25 · 27 · 34の 2 本 歯 による条 痕文が 注 目される。 38は 底部片で、 布圧痕を残す。

Ill - 45 二号溝址出 土土器

1は ゆる ＜ 外反する 口 縁部で 、 棒状工 具 に よる平行 沈線文が 特 異であ り 、 2の中位 にある区画 線が 波状になる点

注 目される。 また 3 · 8 には 太い 沈線が、 1 1 には ハ ケ整形後細い 平行 沈線 と 同工 具による区画 文が、 12には 平行 線

文下 に条 線 に よる 山形文そ し て下 部 に条 痕文が見 られる。 7 ti �tf�,Jc'i- c . 思われる 部位 に 列点文が付され 、 10は 同心

円文が 描かれる。 17は 底部 とその 上部で 、 太い条 痕文が 底部ま で施され、 底部は 布圧痕を残す。
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III-4 6 イ 号溝址 出 土土 器

溝址という性格から 、 他時期の遺 物を包含する 例が多い。 1は く の 字に 屈曲する 頸部下に 沈線と 縄文が施文され

る 特 異な器形になる。 2は 口 唇部に 列点文 •縄文 、 頸部に 帯状隆帯と 列点文が 、 3の 縄文 帯か 凸帯状になり 、 6に

は 櫛歯状工具による 列点文が、 14には コン パス様の 波状文が施される。 ただ 24 ·26に みられる 波幅の長い 波状文と

それに T 字状文が施された 甕形土器 片が出土 している。 18は 白 黄褐色を 呈 し 、 移 入 品と思われる条 痕文土器 である。

汀りi�戸9霜言l 心b1� -t,昌＼ 攣）4 どこii1予。，，},
さ ;,. '•ー�(· " ·

III-4 7 22号溝址出土土器

1は 厚口の 口縁部で 、 口唇部に 3本 歯による 列点文が、 口 縁部に 同 工具によるはね上げ 波状文と内面に 2 帯の 波

状文が 描かれる C 2とともに 黄褐色を 呈 し、 胎土に小 砂粒を含 む。 3も 同手法によるが 、 波状文に変形が みられる。

III-48 土猥 イ 出 土土器

1の 口縁部片は、 内外面とも施文され、 外面は 凸帯がめ ぐり 列点文 力湘歩臼1る。 岩滑式の 厚口壺である。 4 · 8

は 縄文地に 棒状工具による 沈線の区画文になる。 12の 底部は ハケ整形で 、 13には 布圧痕が残る。

賃\Pヽ り ―\.. \. :�-: 平；；；：ロニ：：言:;:�
を 1 0cm 

平行 線文か、 4 · 5には 綾杉状文が

Ill-49 土猥ハ 出土土器 描かれ 、 3には 列点文が みられる。
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1 · 2は 縄文地 に 沈線が施文される。

2 の 沈線は重 楕円区画文 になる。 5 の施

文 具は ヘラ状工 具 による。 他は、 櫛歯状

工 具が用いられ、 6 · 7 の平行 線文 、 7

の 大 きな 波状文 、 4 の羽状文が 描かれる。

8は 貝 殻条 痕文と考えられる。

50 ゜ 10cm 

1 - 34は 、 壺 形土

器で 、 35-44は 甕形

土器と推定する。 こ

の土器 群は 、 集中し

て出土し 、 同時期 の

III-51 土塘 卜 出 土 土器 所産と考えられる。

1は赤色塗彩される。 18は 櫛歯状工 具 による 2 帯平行 線文間を 山 形文で埋める。 25は 隆帯の上を交 互の列点文が 、

29 ·30 には円孤文が 、 50 には棒状工 具 による 波状文 、 51 の 頸部 には 櫛歯状工 具による 平行 線文と 波状文が 描かれる。

- 38 -



口
〗チ

ヌ

K

k

s
 

s
 

ィ＼

／
 

／
 

ヘk
 

s
 

111-53 土凋チ 出土土器

1 の内外面は ハ ケ目が残り、 口 唇部は 同じ

工 具による 平行 線文が 描かれる。 2 の 口 唇部

に 列点文が、 頸部には 平行文がみられる。 3 .

4には太い 沈線がめ ぐり、 そ の下は条 痕文に

゜ 2 m  

c

 

なる。 6 - 8は体 部下半 の破片で、 櫛歯状（ハ

ケ ）工 具による整形痕が残る。 黄褐色から 暗褐

色を 呈 し、 石英粒を含 む。

贔
lll-52 ロ 溝址 、 土城のハ ・ ニ ・ ホ ・ ト ・ チ ・ リ ・ ヌ 実測図

o
·

,
' 5
 

多
＼ ーー

／

t

『

9
ー，

4 
） 

1 - 3 1よ 、 壺 の 口 縁部で

口 唇部に 縄文が付 される。

1 · 3には、 櫛歯状工 具に

よる 斜行 線文 か施 される。

8は内外面とも 棒状施文 具

による大地式 の広 口壺であ

る。 4 · 7は 波状 山形文を

1 5  

基本文様とする。 15は 甕体

部片で、 櫛歯状工 具による

条 痕文と 列点文を 配する。
IIl-54 土猥 ヌ 出土土器

謬[
＇

 

-

2
 

忍畜、“-
苓

ぞ ゜
1は口縁部が 有段になる壺形土器で、

される。

ロ 唇部にも 縄文が 配

2 - 4は、 甕形土器と推定 される破片で、

状工 具による 綾杉状文と 平行 線文 の組合わせ、

2は 櫛歯

4は条 痕文風

III-55 

土壊 63 (III ー 291)

土猥 75 (III - 4 )  

土壊 94 (IIl - 303) 

土壊 95 (lll - 303) 

整形施文になる。 3は棒状工 具による 綾杉文風 の 沈線になる。
土壌 力 出土土器

形態は 楕円形を 呈 し、 長 軸 1 .5 m ・短 軸 0 . 85 m ·  深 さ 10 cmを測る。

形態は 隅丸長方形を 呈 し、 長 軸 1 .2 m・短 軸 0 .96 m ·  深 さ 54 cmを測る。

全容は不明であるが円形の形態になるも のと思 われる。 直 径 1 . 3 m・深 さ 50 cmを測る。

全容は不明であるが長 軸 2 m・ 短 軸 1 m の楕円形を 呈すと思 われる。
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III-56 土城 46 出土土器

III-57 土横 59 出 土土器

,:f;I 
10:mj棧彦、妍躙l佃1 10

土猥 46(III - 397) 形態は不整

楕円形を 呈 し、 規模は 長 軸 1.6

m ・ 短 軸 1.2 m・深さ 40 cmを 測る。

出土遺 物は少ない。 1 - 5は壺

形土器である。 1は 素口縁になり、

縄文 力憬〖され、 2 は 頸部片と思わ

れる土器で、 沈線文と 縄文の 組み

合わせになる。 5は 太い 櫛歯状工

具 によ る 波状文 を 描 く 。 6 -12 

は、 甕形土器で、 6の 列点文の ほ

かは条 痕文様の文様になる。

III-58 土堀 74 出 土土器

芝
ー
、 �-t, 墨ヽ

e\, 疇9 ー、が‘“‘

1 - 5は壺形土器で、 他は 甕形

土器である。壺の 4を 除 く はかは、

縄文地の上に 棒状工 具により横位

の文様帯を 描き出す。 6 · 7は 無

文の口縁部で、 口唇部に 列点文が

施される。 8の口唇部には 縄文が

配され 、 口縁部が削られる。

1は 太い曲 線 区画文内を 縄文で

埋め、 間 帯を 櫛歯状施文 具により

山形文を 施す。 2は 沈線により 隆

線文様をつ〈り出 し、 縄文 施文を

する。 3には コンパス文風の 波状

文が、 5 - 7は 棒状工 具による平

行沈線文が 描かれる。

1は口縁下 部に、 突帯を 有 し、

その先 端に 列点文がめ ぐり、 その

下 部は、 平 行線文になる。 2 は 有

段口縁で 、 6は 櫛歯状工 具の 斜行

線文 • 平 行線文• 波状文である。
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IIl-60 土壊95 出 土土器
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III-62 土壊 100 出 土土器

6
 

壺形土器 ( 1 - 4 ) は、 縄文 と平

行沈線文の 組み 合せを基本 とする

が 、 3は ヘラ ミ ガ キ か施 され た上

に平行沈線文がめ ぐる。
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III-63 土壊 103(1 ·2 ) · 104 (3·4 ) 出土土器

M望l疇—‘‘‘‘
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III-64 土塀 llO 出土土器

土壊 llO (III - 3 86) 楕円形で 、

長 軸 1 .54m ・短 軸 1 . 15mを測る。

覆土中より 獣骨片が出土している

ほか、土器 片は 比較的多い。

1の内 側は 沈線 と 縄文で 、 外面は

櫛歯状 工 具の平行線文 と 棒状工 具

の 山形文が 施 される。 2 · 6も 沈

線文がみられる他は 、 櫛状 （ハ ケ ）

工 具による平行線文 と条 痕文にな

る。 ま た 14に 列点文が 施 され 、 16

の 施文 具には 貝 殻が用いられる。

この遺構は 、 同 レ ベル、 同 質の

覆土であっ た ため 、 遺物の取り上

げが 同 一になってしまっ た。

1は 口縁部内 側に 突帯がある長

頸壺である。 口 縁内外が 縄文で 施

文 され 有段になる。 2 - 6は 、 横

位の 沈線文内を 縄文で埋め、 7 . 

8の平行線 文は 、 棒状工 具による。

8は 半戟竹管様工 具による 列点文

が付 される。 14以下は 甕形土器 と

推定 され 、 特に 21の 櫛歯状工 具に

よる T 字状 波状文 と 列点文に時期

決定の要 素がある。

III-65 土壊 113 ·114 出 土土器
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III - 66 第 I 墓塘群分 布図

III - 67 第 I墓横群

第 1 墓填群 調査地内 で最も 北にある 10 基からなる 一群 である。 人 骨の出土をもって墓 描 と確認 したの である

か 、 周 辺の土堀 （ ピ ッ ト） から 同期の 遺物が出土 していた り 、 この 北には 、 割合規格性のあるものがあるこ とから、

そのいくつかは、 墓 址になる 可能性がある。 ただ 木棺墓 と推定 した 根拠になる 縦板の小 口の 痕跡がなかった点を考

慮に 入れる と 単なる土猥墓になるもの と考えられる。

1 - 3号の上面には、円礫が敷き 詰められてお り 、 また 25号には小 口 痕がなかったこ とから 土猥墓 と推定 して い

る。 他はすべて 木棺墓 である。 この 群内 で、 19号と 28号・ 25号と 20号・28号、 26号と 27号がそれ ぞれ 複合関係

にあ り、 若干の 時間 差が考えられる。 また 主軸もまちまち で、 小 群 と しての 選別が できなかった。 墓 描は 黄褐 色 ※
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3 号

゜ I m 

I I  

IV  木棺部 （左右の 黒土 よ り 黒 味 を 帯 びた砂質土）
v 朱 の 層 （ 木棺 の 底部）

VI やや黒味を 帯 びた黄色砂質土

I 黒褐色土
II · II ' 黄褐色粘質土混 り 黒褐 色 （ 貼 床 ）
HI 黄色砂質土
w 黒 味 を 帯 ぴ る 砂質土
V 赤色顔料混 入層
VI 黒味 を 帯 ぴ る 黄色砂質土
VII · VII' 黒褐 色砂質土

JI ' 

[11 -68 1 号 ・ 2 号 ・ 3 号墓堀実測 図 （上） 、 2 号 ・ 3 号墓壊土層 図 （下）
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III-69 2 号木棺墓

IIl-70 3 号木棺墓断面
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゜ 50cm 

III-71 1 号木棺墓実測図

※，砂質土から掘り込まれ、 覆土は 黒味を 帯びた 砂質土で、 ほぼ 同質土であったので 検出には 困難を 極めた。

形態は不整 楕円形を 呈 し、 主軸は N lTWで、 長 軸 1 . 75 m・ 短 軸 1 . 07 m・深さ 32 cmを測る。 木 口 痕中心 主 軸長

は、 1 . 15mである。 また東 壁沿いに浅い 溝状遺構があり、 横板材の 痕跡と思われる。 人 骨は 1体で 頭を 北に埋葬さ

れる。

1 号木棺墓 底面よ

り 出 土 した 壺体 部片

で、 暗褐色を 呈する。

2 号 木棺墓 頭 部横

から出土 した 筒形の土

。 10 cm 

製品で 、 口 唇部に 列点

文、 体 部に 沈線文の重

方形文が施される。 ま

た 頸部付近より 太い 管

玉 ( UI - 166- 1 - 13)が

13 個出土 している。

111—72 1 号(1)·2 号(2) 木棺臨出土土器
―· 45 -
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IIl-73 19 号 木棺墓実測図

lll-74 19号木棺墓

形態は 隅丸方 形 で、墓 壊と 木棺 部がき れい に発見さ れた。 主軸方 向は N 56°Wになり 、 墓 猥の長 軸は不明 で、 短 軸

中央 で 1 . 14 m ・ 深さ 15 cmを測る。 木棺 部は 、 長 軸 1 .27 m ・ 短 軸 0 .7 m ・ 深さ 9 cm になる。 木口 痕の深さは、 東 18

cm · 西 20 cmを測る。 頭 部を東 に向 け埋葬さ れ 、 2体合 葬墓と考え ら れる。
- 46 -



Ill-75 19号木棺慕

Lb(, 
ITl-76 19号木棺墓 出 土土 器

- 4 7  -

る。 体部下半の日の 字

文様は 、 不規則に 4分

る。
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＠
 

25 号

---

一

� 

一

0 50cm 
I=-, ,-Iゴ I -f 

III-77 20号 木棺墓 · 25号土堀墓実測 図
20号木棺墓 西 側の 一部の みの調査 で東側は調査地 外へ延びる 。 主 軸方 向は N 6o·wになると思われる 。 短軸 l .

32 m ・ 深 さ 52 cmを 測る 。 25号に接し て 縦板小 口 痕か認め られ、 長 軸 73 cm ・ 短軸 30 cm ・ 底面か らの深さ 6 cmを 測

る 。 暗褐色砂質土を掘り 込み 、 裂土は 黒褐色砂質土 である 。 この墓 址か らは、 人 骨を確認すること ができなかった

か 、 他の墓 址と 同様の 赤色顔料の 散布 がみ られ た。
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IIl-78 20号木棺墓

IIl-79 25号 土城墓

墓城群中 唯一の土猥墓の性格 を も つ。 形 態 は 隅丸長方形 を 呈 し 、 掘 り 込 み は 直 に 近 い。 主軸方向 は N 38
°
E で 、 主

軸 1 . 5 m ・ 短軸 0 . 95 m ・ 深 さ 39 cm を 測 る 。 南北近 く に径 12 cm · 深 さ 12 cmの ピ ッ ト があ る 。 人 骨 片 2 個出 土 し た 。

- 49 -



副 葬品 と 認められるものはな

い。 1は内面に 棒状工具による 山

形文が 、 2 · 6には、 櫛歯状工 具

によって施文 される。 7は壺の体

部片で 、 屈曲 部が 厚くなり、 上 部

に条 痕文が施 される。

1の 口 縁部は 竹管による 剌 突文

III-81 25号土猥墓出 土土器

15 ·16の 口 唇 部に 列点文がめ ぐ

る。 尚 、 2 ·10には、 赤色顔料が

付着している。

|― 

゜
lll-82 24号木棺臨実測図

この 木棺墓も墓 猥を伴う。 墓 猥形態は 、 西 側がやや 張る不整 隅丸長方形で、 長 軸 2.35 m ・ 短 軸中 央で l .ll ID •

深 さ 8 cmを測る。 木棺 部は 、 長方形を 呈し 、 主 軸方 向が N 69'Wで、 主 軸 1.69 m ・ 短 軸 0 .55m ・ 深 さ 30 cmを測る。

東の 木 口 痕の深 さ 12 cm · 西で 5 cmになる。 2体埋葬 され 、 東 側に 頭 部をすえる。 西 側に 骨の集積があり 、 2体 同

時埋葬でない 可能性がある 。 鑑定 を 待ちたい。
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III-83 24号木棺袋

1 2  
lfl-84 24号 木棺塙 出 土 土 器

この遺構にも 副葬品と考えられ

るもの はな い。 1 - 3 は縄文を地

文とするもので 、 1 · 3 は 4本の

横線 文帯間に 縄文が 、 2は 肩 部に

隆帯かめ ぐ り 、 その上を ヘラ 状工

具による 列点文を 配し、 下 部に は

沈線 と 刺 突文 （列点文） が 加わる。

8 は 無文の 甕形土器で、 口縁部に

浅〈 太 い 凹みかめ ぐる。 9 ·10の

ロ 縁部も 同器 種で 口 唇部に 列点 文

がめ ぐる 。 更に 9の 同 ケ 所に 櫛歯

状工 具による横線 文がみられる。
10押 11-13 は条 痕文が 施される。

これまで 紹 介した土器の ほ とんどが、 覆土中からのもので、 墓 横が掘られた時点 又 はそれ以前のものと考えられ

る。 文中で は、 一応 体部外面の条 痕文を 甕形土器と推定した。 器 種的に みると壺形土器が多い。 文様も多岐にわた

り 、 施文具に 、 太い 沈線 ・区画 文には 棒状工具が使用され、 平行 線 文• 波状文 ・斜行条 線文 （条痕文） に は、 櫛歯状

工具が用いられる。 ただ この エ具 と ハ ケ状工 具との 施文 は明確にできな いが、 主文様を構成するた めに使用された

ものを 櫛歯状工具と 表現した。また 主文様の 補助 的施文また は整形の用に 供された 施文具を ハ ケ状工 具 とする。 出

土 土 器の 焼成は 良 好で、 黄 褐 色 ～ 黒 褐 色を 呈するものが多く。 当地で 焼かれたものと考えられる。 またこの時期の

土器の多くに は 、 石英粒・黄雲母が含まれ 、 一部に、 前記したものが含まれ ずに 凝灰岩粒と推定される 白 色の小 砂

が目 立つ 土器がある。
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2 6 号
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SK67 

゜ 50cm 

rn—85 26号 ・ 27号木棺墓実測図

26 号木棺墓

墓猥 • 木棺部 と の掘 り 込み は 判 明 す

る こ と がで き な か っ た。 形態 は 隅丸方

形 で あ る が長軸の南壁 は 、 土猥 67 に よ

り 破壊 さ れ る が、 2 m位 と 推定 さ れ、

短軸 1 . 8 m を 測 る 。 木 口痕間は 1 . 2 m 

で あ る 。 主軸方向 は N 32'Wであ る 。

III-86 26号木棺慕
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IIl-87 26号 ・ 27号木棺墓

嘔/ 匹, 弓/。 さヽ三ー、f。 co

III-88 28号木棺墓 出土 土 器

1の 口縁部は、 ハケ整形によ

り 、 2は 口縁部の 肥厚によって

有段になる。 4は区画文になる。

27 号木棺墓 南壁は 26号木棺墓により、 北 壁は土 猥 73により 主 軸の両端が破壊される。 そのため長 軸の計測

がで きなかった が、 短 軸 0 . 87mになり掘り込みの深さは 8 cmにすぎな い。 長 軸方 向は N 27 ' Eになる。 縦板 木 口

痕が南に認められ 、 長 軸 50 cm ・ 短 軸 12 cm · 深さ 5 cmを測り、 底面は 舟底状になる。 出土遺 物は 小破片 が数点出土

しているにすぎな く 、 人 骨も 検出すること がで きなかった。

28 号木棺墓 この遺構も墓 猥と 木棺 部を明 確に 検出するこ と がで きた。墓 壊と 木棺 部が同 一主軸方向になり 、そ

の数 値は N 64°Wになる。 墓堀の形態は不整 隅丸方形で 、 確認最大数 値 は 主軸 2 .1m ・ 短 軸 1 .48mを測る。 深さは

頭 部がある東 側 が最も深 く 16 cmになる。 木棺 部は変形の長方形を 呈 し、 主軸 1 .52m ・ 短 軸 0 .62m ・深さ 10 cmを測

る。 頭 部にあたる東 壁の 一方だけに 木 口痕が認められる が、 底面からの深さは 5 cmにすぎな い。 また 底面は、 頭 部

に むけ低く なる。 埋葬人 骨は 1体 と考えられる。
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゜ 50 cm 

IIl-89 28号木棺墓実測 図

ill-90 28号木棺墓
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Ill-9 1 第 II 墓堀群分布図
III-92 4 号木棺墓 出土土器

第 I I 墓凛群 群 としたが 1基単 独 で検出され ているに

すぎない。 しかし近 隣に古い土器を出す土壊群があり 、

また 112号住居址の 壁外 検出面に 赤 色顔料か認められた

こ とから、 後世の遺構によっ て破壊され ている 可能性が

ある。
III-93 4 号木棺墓
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゜
IIl-94 4 号木棺墓実測図

形態は西 方が開く 不整長 方形を 呈 し、 主軸方向は N 5o·wである。墓 猥長 軸は 、 1.9 m を推定する。 短 軸は 1 .02 m 
で、 深さは西 で 29 cm · 北 で 22 cm · 南で 20 cmを測る。 木棺 部の長 軸は 1.25 m で、 頭 部を東にした 2体合 葬である。
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III-95 第 III墓塘群分布図

JII-96 第 IIl墓壊群
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。 50 cm 

IIl-97 5 号木棺築実測図

III-98 5 号木棺墓

第 I l l 墓墳群 最 も 密集し た墓 壊群 で 14基 確認されているが 、 11号は 平安時 代の もの である。 18号は 、 136号住

居址をはさ ん で単 独検出され た か、 この 住居址下 部遺構に 不整形な土 横 状の ものがあり 、 このいく つかは墓 壊にな

る 可能性がある。 9号と 12号、 29号と 30号が重 複関係にあり、 この 群に も時間 差が考えられる。
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0 50 cm 
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III-99 5 号木棺墓 出 土土 器

111 - 101 6 号木棺墓

- 58 -

す べて 覆土中からのもので 、 副

葬品はない。 1 - 3は 縄文地のも

ので、 1には 太い 沈線文と平行 線

文が、 2に重円孤区画文、 3に 同

心円文を施す。 4は 斜行 沈線文と

日の 字状区画文が 描か れる 。 7の

施 文具は、 櫛歯状工 具が用いら れ

る。5の外面に 赤色顔料が付着 する。

111-100 6 号木棺墓実測図

5 号 木棺墓 形態は 隅丸長方形で、

長 軸方 向 は N 63'Wで ある 。 長 軸 1.64

m ・ 短 軸 0 .85 m ・西 壁の深さ 30 cmを測る。

この墓 激には、 3体が 同時埋葬された 可

能性があり、 そ れ ぞれ 頭 部を東に むける

屈 肢葬になる。 木 口 痕は保存 上遺構全体

を取り上げ たため、 確認 していない。

6 号 木棺墓 上面に 炭化物の 散布が

認めら れた。 形態は不整 隅丸長方形にな

る。 長 軸方 向は N 82' Eになり、 長 軸 2 .1

m ・ 短 軸 0.75 mを測る 。 掘り込みは、 東

壁で 24 cm · 西 壁は木 口 痕底にあたり 32

cmを測る。 木棺 部長 軸は 1 .5 m内外で 、

幅 45 cmが予想さ れる。東 側 木 口 痕の深さ

は 30cmを測る。頭 部を東に 向け埋葬さ れる。

胸部から 無頸壺•浅 鉢、 足部から浅 鉢

(ill - 102-3 ) が 、 頸部付近より破壊さ れ た

緑色凝灰岩製の 管玉(III - 166-14-19)が

出 土 している。



m-102 6 号木棺墓(1 - 20)西側 上面 (21 -36) 出土土器

- 59 -

1 - 3 とも完形で、 1 · 2 に

は 2 孔 一対、 3には 1 孔がうが

たれる。 1 は 無頸壺で 、 口 縁部

をめ ぐる長方形文は 5区画、 肩

部の 同文様と体 部の 凸形状文は

5 単 位になる。 2は 平行 沈線文

が 口縁部 ・ 体 部に 3本、 底部付

近に 1本が 配される。全面に 赤

色塗彩の 可能性がある。 3の浅

鉢は、 ハケ整形痕を残すだけ で

無文 である。 口縁部内面に 赤色

顔料が付着する。 色調は ともに

黄褐色から 暗褐色を 呈する。 胎

土に小 砂粒が 混入されるが、 3

には石英粒 • 白 色凝灰岩粒が目

立つ。 4 -20は、墓 壊および木

棺 部から出土したが、 21-36は

墓 猥西 側上面から 検出したもの

である。 棒状工 具による 平行 線

文 か施されるものに、 4 · 5 ·

8 ·10 ·26 · 27-29があり、 8

10の 羽状の 短 線文の はかは、 縄

文地を基本 として いる。 21· 22

は、 同状工 具により 口 唇部に 列

点文が、 25には 垂下する 沈線文

と 竹 管による 刺 突文 が施され

る。また、 29は コの 字重文風の

区画文を、 30は 同文様状の 山形

文を 描き出して いる。 他 は 櫛歯

状工 具による施文 で、 6 · 7 ·

9 · 23 ·30 ·32には平行 線文 で、

6 · 7 · 9は 波状文かめ ぐり、

11 · 24· 31 · 34 · 36は 羽状の文

様に、 12 · 13· 18は 綾杉状文に

なる ほかは、 斜行する条 痕文に

なる。 色調は 黄褐色から 黒褐 色

を 呈し、 胎 土に 石英粒 ・ 黄雲母 ・

白 色 凝灰 岩 粒を 含 むものが多

く 、 焼成は 良い。



---
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゜ 50cm 

Ill-103 7 号木棺築実測図

IIl-104 7 号木棺墓

長 軸 にあたる東 壁の 一部は 、 調査区外に 延びる。 形態は西 側がふ く ら む不整 楕 円 形になる。長 軸方 向は N 8TWで 、

長 軸 1 .6 m前後 になるものと思われる。 短 軸の最大幅は 0 . 9 m、 西 壁の深さ 45 cmを 測る。 木棺 部の 主軸長は 1 . 2 m 

で、 幅は小 口 痕の 大きさか ら 40 cm位 であろ う。 頭を東 に 据えたものと思われるが 、 底面は 逆傾斜する。
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III-105 7 号木棺袋 出土土器

゜ 5 0 cm 

0 5cm .__, � -· ., 

1 · 2 

に 縄文が施 文される。 ともに ヘラ ミ ガ

キが施され た後 の施文 である。 5 は 甕

形土器体 部下半の破片 で条 痕文になる。

6は 縄文地に 山形の 沈 線文が 描かれる。

7も 縄文地にな り 、 同心円文が 棒状工 具

により施文される。

139号住居址 検出中発見され た 木棺

墓 で、 覆土 は 暗褐色砂質土 である。 形

態は不整 楕円形を 呈する。 人 骨から長

軸方 向は 、 N lO° Eを指し、 長 軸 1 .5

m ・ 短軸 0 .8mを測る。 掘 り込みは、

北 壁 で 21 cm · 南壁 で 36 cm ・ 東 壁 で 30

cm · 西 壁 で 20 cmの深さになる。 木棺の

双口痕は 南で確認され ただけ で、 北 壁

には認 められなかっ た。長さは 40 cm ・

幅 10 cm · 深さ 7 cmを測る。 人 骨は 1体

で、 頭 部を 北に 据える 屈肢葬で頭 部の

はか上 腕骨 •大腿骨が残る。

lll-106 8 号木棺墓実測 図

III-108 8 号木棺慕 出土土器

副葬品はない。 1 - 3には棒状工

具による 沈線区画文、 6の 口 唇部に

同工 具による 列点文 力吼知とされる他

は、 ハケ整形後 櫛歯状工 具による条

痕文風文様になる。
Ill-107 8 号木棺墓
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゜ 50 cm 

III-109 9 号木棺墓実測図

m-1 10  9 号木棺額

この墓 痰上面にも 炭化 物が 散在 していた。 形態は 隅丸長方形を 呈し、 長 軸方 向は N 78° Eになる。 規模は 、 長 軸 l .

92 m ・ 短 軸 0 . 96 m・東 壁は深 〈 35 cmを測る。 木棺 部の長 軸は 1 . 4 mになり 、 幅 50 cm前後になるもの と思 われる。

人 骨は 1体で、 頭 部を東に 据える 屈肢葬である。 胸部から壺が、 また図示しなかったが 足元に浅 鉢が 副葬される。
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1は口縁部の 一部が 欠損する他は

完形である。 文様は 棒状工 具により

描かれ 、 基本的には平行 沈線文と 波

状文で区画し た中を 5 単位の 山形

文 ·短 線文 •羽状文 ・ 刺 突文で埋め

る。 体 部の 波状文は 7区画である。

茶褐色から 黒 褐 色を 呈し、 胎土に 石乏→、竜
ー

＇
- ·-· 

英粒が目 立つ。 頸部より上に 赤色顔

1 � — - 料が 付着する。 底部は上げ底で 網 代

もので 、 櫛歯状工 具を使用し たもの

に 2 -6が 、 棒状工 具で施文され た

ものに 1 · 7 - 9がある。 7 は 縄文
JJI-1 1 1  9 号木棺墓 出 土土器

を地文とする。

III-1 12  10号木棺慕

コ 疇ー、 曇\�- }.�-(亨I
この墓堀からの 副葬品の出土はなかっ

た。 ま た墓 壊も浅かっ た ため 、 出土量は

少量で 、それも小破片にす ぎない。 1 - 6

III-1 13 10号木棺墓 出 土土 器

は壺ま たは 甕の体 部片で 、 施文 具は 櫛歯状工 具によるもので 、 1 - 3には 平行 線文が、 4 - 6には 斜行条 線文がみ

られる。 1 · 3 · 6には 胎土に 黄雲母を 、 他はそれに 微石英粒が 混入している。 色調は 暗 褐 色から 黒 褐 色を 呈し、

焼成は 良い。
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III-114 10 号木棺墓実測図

138号住居址の床面を 検出 中発見され た 墓横で

ある。ま た 北半分は、136号住居址により破壊さ

れ、 更に 北端は 円形 ビットにより切 られる。 そ

の ため 木棺 部だけ残っ た遺構と考え られる。形

態 は長方形を 呈 し、 長 軸方 向は N 10·w前後を

指すものと考え られる 。 長 軸は人 骨の 散在状態

か ら 1 .6mを、 短 軸 0.62mを測る。深さは西 壁

と 、 南壁で 22 cmになる。 底面は平 坦であるが 、

北 側 へ低〈 なる。 ま た 南壁下の 凹みは 双口痕と

考え られる。 人 骨は 1体分で、 屈肢葬である。

脚 部はきれいに残 存するものの、 頭 部付近は

136号住居址により攪乱を受け 散在 状 態にな

る。
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lll-1 1 5  18号木棺墓実測図

III- 1 17 18号木棺蒻 、 ホ 号溝址

〗
50⑳ 

噸＼
1 

吻�! 2 5 cm 

lll-116 18 号 木棺墓
出 土土器

1は棒状工 具によ

る コの 字文重ね風の

区 画文 ・ 刺 突文様に

なる。 この他 碧玉製

管 玉 ( IIl - 1 6 6 -

22 - 25)が出土 し、 ま

た 蛇紋岩製の小形片

刃 石斧（同 一 42) も出

土している。

136号住居址をはさんで単 独で発 見された木棺墓で 、 東 壁は ホ号溝址に、 西 側半分は 102号住居址によ り 切 られ

る。 確認 した遺構は 、 長方形を 呈する木棺 部 と推定される。 長 軸方 向は N 72°Wを指し、 検出面での規模は長 軸 1 . 36 

m・短 軸 0 . 58 m ・ 南北壁の深さ 27 cmを測る。 東 壁に深さ 2 cmの木 口 痕か確認されるが、 西 側にはない。 頭を東に

据えた 屈肢葬であるが 、 人 骨及ぴ 管玉の 散在 と 、 人 骨が 底面よ り 8 cmも 浮いているのは 、 何を意味しているのであ

ろうか。 床面は東が高く、 西 側は低くなる。 東西の 底面は 舟底状になる。
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゜
• 管玉

゜
III-1 18  2 1号 木棺墓実測 図

実測図の上は 木棺 部の 検出 状態 を 、 中は 更に 黄褐 色砂混り 粘質土 を掘り下 げた最低面 で、 下はその 断面図である。

墓城の 形態は 不整 隅丸方 形 で、その長 軸方 向は N 7TWになる。長 軸 2. 33m ・ 短軸 1 . 02m を測り、深さは東 で 26 cm ・

西 で 35 cm · 北 で 35 cm · 南で 37 cmになる。 木棺 部は長方 形で、 長 軸 1 .46m ・ 短軸 0 .53m ·  深さ 25 cm を測る。 木

口 痕の深さは西 で 22 cm · 東 で 40 cm を測る。 埋葬は 頭 を東にする 屈肢葬で、 胸部に 異 形土器が 、 脚部に 9 個の壺 形

土器が 副葬されている。 出土 状態は 8が 正位の ほか他は 横転していた。
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図示 番品 ー出 土 番号一 口 径cm ー器高 cm ー底 径cm 1 - NO 3 - 6 . 8 -2 1 . 0 - 6 . 2 、 2 - NO 2 - 7 . 6 - 23 . 4 -6 . 8 、

3 - NO 7 - 6 . 1 - 19 . 8 - 6 . 4 、 4 - N0 4 - 4 . 8 - 11 . 0 -2 . 7  、 5 - NO 10 - 9 . 9 - 13 . 4 - 4 .  7 

一

1 0 cm 

◎
5 

m-1 20 21 号 木棺盛出土土 器( I )
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図示番号 一 出 土番号 ー ロ 径cm 一 器高cm ー 底径cm 1 - NO 9 - 6 . 9- 19 . 4 - 6 .  7、 2 - NO 6 - ? - (8 . 4 ) - 5 . 6、

3 - NO 5 - 8 . 4 - 18 . 4 - 7  . 1 、 4 - NO 1 - 3 . 8 - 10 . 4 - 4 . 3 ー 全長 12 . 7、 III - 122 - N0 8 - 3 . 6 - 18 . 8 ー 最大 6 . 8

。 10cm 

4
 

lIJ-121 2 1号木棺蒻 出 土 土 器 ( 2 )
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゜ 10cm 

lll-122 21号木棺墓 出土土器 ( 3 )

I I I -120- 1 は 黄褐 色から 暗褐色を 呈し 、 胎土に 石英粒を含み 、 焼成は 良い。外 面はタ テ ヘラ ミ ガ キ、 内 面は ヨ コ

ナデ整 形されるが 、 成形痕が残る。 口唇部 ・ ロ 縁部内外 面に 赤色顔料が付着する。 施文 具は 縄文の ほか 、 棒状工 具

が用いられ 、 施文方 向は 左廻りである。 2は 淡黄褐色から 茶褐色を 呈し 、 胎土に 白 色凝灰岩粒を含 む。 外 面は ヘラ

ミ ガ キ後に施文され 、 内 面は ヨ コ ナデ整 形である。 体 部の 山 形状文は 7 波である。 口縁部 2ケ所 （点線部） が 欠損す

る。施文は 縄文の ほか 、 棒状工 具に よる平行線文 ・ 列点文、 体 部下半は 櫛歯状工 具が用いられ ら。 3は 淡黄褐色か

ら 暗褐 色を 呈し 、 胎土に 白 色凝灰岩粒を含 む。 肩 部の 山 形文は 8 波に なる。 口縁部内外 面と 頸部の外 面に 赤色顔料

が付着する。 施文 具は 縄文の ほか 、 ハケ様の 櫛 歯状工 具を使用している。 4は 黄褐 色から 淡黄褐色を 呈し 、 胎土に

白 色凝灰岩粒を含 む。体 部の半 同心円文と コの 字重ね文風の 組み 合せは 3 単位である。底部は ヘラ ナデ仕上げで 、 施

文は 縄文と 棒状 工 具に よる。5は 黄褐 色から 黒褐色を 呈し 、 焼成は 良 好である。文様は 縄文と 棒状工 具に よる 5単位の

区画文に なる。外 面は ヘラ ミ ガキされ 光沢を 帯びる。内 面は ナ デ整 形である。口縁部に 2 孔一対の円孔がうがたれる。

I I I - 121 - 1 は 異形の壺 形土器で 、 黄褐色から 黒褐色を 呈する。 胎土に 石英粒・黄雲母粒を多く含 む。 頸部は 櫛歯

状工具に よる平行線文の他は 棒状工 具に よる。 外 面整 形は ヘラ ナ デ、 内 面はナデで 一部に成形痕を残す。 2は 口縁

部を 欠損する小 形の壺 形土器で 、 体 部の文様は 4単位構成に なり 肩が 張る。 暗褐色から 黒褐色を 呈し 、 胎土に小 砂

粒を含 む。 底面は ヘラ ナ デ整 形であるが 籾痕を残す。 外 面の整 形は ヘラ ミ ガ キである。 3は 淡黄褐色を 呈し 、 胎土

に 白 色凝灰岩粒を 混入する。 焼成は 良 好である。 文様は 4 - 6本の 櫛 歯状工具に よる条 痕文様になる。 外 面は ヘラ

ミ ガ キ、 内 面は ナデ整 形である。 4は 異形壺 形土器で 、 形態から 鳥と推 察する。 淡黄褐色から 黒褐色を 呈し 、 白 色

凝灰岩粒を含み 、 焼成は 良 好である。 文様は磨消縄文と 棒状工 具に よる 沈線文で区画される。 口縁部に 1 孔がうが

たれ 、 尻部の 尾部に 1 孔が 貫通する。外 面無文 部は 、ていねいに ヘラ ミ ガ キが施される。底部整 形は ヘラ状工 具に よる。

I I I - 122- 1 は 異 形の土器で 、 瓢鏑か 皮袋又は 男根等を 模したものと推 察される。 黄褐色から 暗褐色を 呈し 、 胎土

に 黄雲母粒が目 立つ。 文様は 横帯文で 、 棒状工 具に よる 沈線文と 剌 突文 • 縄文の 組み 合せになる。 無文帯はていね

い なヘラ ミ ガ キである。 口 縁部に 1 孔かある。

この ほか 頸部付近 より 管玉(III - 166-27 ·28) が出土している。 27は 碧玉製、 28は 緑色凝灰岩製である。 円孔は両

端からうがたれる。
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III-123 29号 ・ 30号木棺墓実測図
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Ill- 124 1 1 号 ・ 12号 ・ 13号墓壊実測図 ( 1 : 80) 

!:\翌\97,
疇？豆m

IIl-125 12 号 木棺墓出 土土器

IIl-126 3 1 号木棺蒻 出土土器
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1 1 号墓壊 径 60 cm ・深さ 10 cm 程の不整円形 になり、 底面 に 赤色顔料 が残る。 平安時代の合 口の 甕棺墓である。

1 3 号墓壊 隅丸方形状を 呈し、 南北幅 56 cmを測り、 東西は不明である。 底面 に 赤色顔料 が残る。 時期不明。

12 号木棺墓 形態は不整 楕円形を 呈する。 長 軸方 向は N 60"Wを指し 、 最 大幅 1 .1m ・ 深さ 16 cmを測る。 出土

遺物 (III -125) は少な く 5点のみである。 1 · 2 · 4は棒状工 具で、 3は 縄文 と 櫛歯状工 具 により施文される。

29 号木棺墓 楕円形を 呈し 、 N 43°W方 向 に長 軸 がある。 長 軸規模は不明である が、 短 軸 0 .83m ・深さ 13 cmを

測る。 木棺 部の長 軸は lm前後 になり、 小 口痕か ら幅 40 cmを推定する。 人 骨 • 土器等は認め られなかった。

30 号木棺墓 隅丸長方形を 呈し、 長 軸方 向 N 80"Wを指し 、 短 軸 0.65m ·  深さ 10 cmである。

31 号木棺墓 6号を取り上げる 際発見された もので 、 規模等は不明である。出土土器 (III - 126) は 7点である。
/. - - . . 
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IIl-127 第 N 墓拡群実測図

III-128 14号・22号木棺墓

第 IV 墓壌群 この 群では 2基の木棺墓を 検出した にすぎない。この 2 基 と も東西方 向 に長 軸を とり 、 並列して 検出

された。 墓 壊群の広か り は 、 これより西 側 にある もの と考え られる が、 今回の調査でそれを実 証する ものはな い。
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